
JP 7002125 B2 2022.1.20

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7002125号

(P7002125)
(24)登録日　令和4年1月4日(2022.1.4)(45)発行日　令和4年1月20日(2022.1.20)

(54)【発明の名称】　浮体および人工湧昇流発生装置

(51)国際特許分類
　   Ｂ６３Ｂ 35/00 (2020.01)
　   Ｆ０３Ｂ 13/16 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６３Ｂ 35/00 　　　Ｔ 　　　
　Ｆ０３Ｂ 13/16 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2018-34386(P2018-34386)
(22)出願日　 平成30年2月28日(2018.2.28)
(65)公開番号　 特開2019-147510(P2019-147510 

A)
(43)公開日　 令和1年9月5日(2019.9.5)

審査請求日　 令和3年1月15日(2021.1.15)

(73)特許権者　 592007092
大洋プラント株式会社
神奈川県横浜市保土ケ谷区天王町一丁目 
２７番地３  松田ビル２階

(74)代理人　 100104237
弁理士　鈴木  秀昭

(74)代理人　 100084261
笹井  浩毅

(72)発明者　 真鍋  安弘
神奈川県横浜市泉区和泉中央北一丁目２ 
９番２９号

(72)発明者　 真鍋  輝久
神奈川県横浜市泉区緑園六丁目３７番地 
１４

審査官　 中川  隆司
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 上 に 浮 か べ た 状 態 で 姿 勢 の 鉛 直 性 が 保 た れ 、 中 心 部 に メ イ ン タ ン ク が 設 け ら れ 、 該 メ イ  
ン タ ン ク の 下 方 に 複 数 の 排 水 タ ン ク が 設 け ら れ た 浮 体 に お い て 、
前 記 メ イ ン タ ン ク に 、 そ の 下 方 外 部 の 水 を メ イ ン タ ン ク 内 部 に 取 り 入 れ る 取 水 口 と 、 メ イ  
ン タ ン ク 内 部 の 水 を 前 記 排 水 タ ン ク 毎 に 流 す 複 数 の 連 通 口 が 設 け ら れ 、
前 記 各 排 水 タ ン ク に 、 そ れ ぞ れ 排 水 タ ン ク 内 部 の 水 を 浮 体 外 部 に 排 水 す る 排 水 口 が 設 け ら  
れ 、
前 記 取 水 口 に 、 水 を 前 記 メ イ ン タ ン ク 内 部 に 取 り 入 れ る と き に 開 き 、 そ の 逆 流 時 に 閉 じ る  
逆 止 弁 が 設 け ら れ 、
前 記 排 水 口 に は 、 前 記 排 水 タ ン ク 内 部 の 水 を 浮 体 外 部 に 排 水 す る 時 に 開 き 、 そ の 逆 流 時 に  
閉 じ る 逆 止 弁 が 設 け ら れ 、
前 記 取 水 口 は 、 前 記 メ イ ン タ ン ク の 底 板 に 下 向 き に 開 口 し 、 そ の 下 方 外 部 の 水 が 、 波 の 水  
粒 子 の 円 軌 道 運 動 で 波 の 山 が 来 る 上 向 き 時 に 前 記 メ イ ン タ ン ク 内 部 に 向 か い 流 入 可 能 で あ  
り 、
前 記 排 水 タ ン ク を 囲 う 囲 い 壁 の 裏 面 は 、 前 記 取 水 口 に 取 り 入 れ る 水 を 案 内 す る 案 内 壁 と な  
り 、 該 案 内 壁 は 、 前 記 メ イ ン タ ン ク の 底 板 の 底 面 よ り 下 方 へ 下 が っ た 位 置 か ら 前 記 取 水 口  
に 向 か う こ と を 特 徴 と す る 浮 体 。
【 請 求 項 ２ 】
発 電 機 を 備 え 、

請求項の数　7　（全25頁）
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前 記 連 通 口 に 、 前 記 メ イ ン タ ン ク 内 部 か ら 前 記 排 水 タ ン ク 内 部 に 流 れ る 水 に よ り 回 転 す る  
水 車 が 設 け ら れ 、
前 記 水 車 に よ っ て 、 前 記 発 電 機 が 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 浮 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 メ イ ン タ ン ク よ り も 上 方 へ 延 び る ダ ク ト を 兼 ね る 支 柱 の 内 部 に 、 そ の 上 部 か ら 侵 入 し  
た 光 線 を 遮 断 す る 螺 旋 状 に 延 び る 螺 旋 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記  
載 の 浮 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 排 水 タ ン ク の 底 面 は 、 波 形 の 波 打 ち 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い  
ず れ か 一 項 に 記 載 の 浮 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 複 数 の 排 水 タ ン ク そ れ ぞ れ は 、 浮 体 の 中 央 近 傍 に 位 置 す る 連 通 部 に よ っ て 連 通 し て い  
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 浮 体 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 浮 体 と 、
前 記 浮 体 か ら 鉛 直 下 方 に 延 び て 、 深 層 水 を 汲 み 上 げ る た め の 鉛 直 取 水 管 と 、 を 備 え 、
前 記 鉛 直 取 水 管 に 、 汲 み 上 げ た 深 層 水 を 前 記 取 水 口 の 外 部 周 辺 お よ び ／ ま た は 浮 体 内 部 に  
放 出 す る 放 出 手 段 と 、 該 鉛 直 取 水 管 に よ っ て 深 層 水 を 汲 み 上 げ る た め の 取 水 ポ ン プ と 、 が  
設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 浮 体 に 設 け ら れ た 風 力 発 電 機 お よ び ／ ま た は 水 流 発 電 機 を 備 え 、
前 記 取 水 ポ ン プ は 、 前 記 発 電 機 、 前 記 風 力 発 電 機 お よ び ／ ま た は 水 流 発 電 機 の 少 な く と も  
何 れ か 一 つ が 発 電 す る 電 気 に よ っ て 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 人 工 湧 昇  
流 発 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 発 電 機 を 備 え 水 上 に 浮 か べ て 発 電 す る た め の 浮 体 、 お よ び 該 浮 体 を 備 え た 人 工  
湧 昇 流 発 生 装 置 に 関 す る 。
特 に 、 本 発 明 は 、 波 の 上 下 動 （ 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 ） に よ り 波 力 発 電 す る も の 、 或 は 前 記  
浮 体 を 備 え 、 海 流 、 潮 流 等 に よ り 海 洋 エ ネ ル ギ ー 利 用 発 電 す る も の 、 ま た は 前 記 浮 体 を 備  
え 、 該 浮 体 上 に 洋 上 風 車 を 搭 載 し た 洋 上 風 力 発 電 等 の 風 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 発 電 す る も の 等  
の エ ネ ル ギ ー 変 換 分 野 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 動 力 源 を 用 い た ポ ン プ 動 力 発 生 等 動 力 変 換 分 野 、 お よ び 海 洋  
上 に 浮 上 、 着 床 さ せ て 水 の 送 水 、 取 水 、 水 の 循 環 、 水 質 浄 化 等 に よ る 水 質 環 境 改 善 分 野 、  
ま た は 深 層 水 （ 底 層 水 ） 取 水 、 排 水 、 拡 散 等 に よ る 人 口 湧 昇 流 発 生 に よ り 、 植 物 プ ラ ン ク  
ト ン 増 養 殖 、 水 産 資 源 の 増 養 殖 、 海 域 の 肥 沃 化 等 、 生 物 環 境 改 善 分 野 等 に も 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 か ら 地 球 温 暖 化 や 様 々 な 地 球 環 境 破 壊 等 が 叫 ば れ て き た が 、 こ れ ら の 問 題 は 近 年 に な  
っ て ま す ま す 大 き く な っ て い る 。 こ れ ら は 、 化 石 エ ネ ル ギ ー 資 源 の 使 用 に よ る 二 酸 化 炭 素  
排 出 問 題 と も 密 接 に 関 連 し て い る 。 そ の 化 石 エ ネ ル ギ ー 資 源 に は 、 枯 渇 問 題 等 エ ネ ル ギ ー  
資 源 そ の も の の 量 的 問 題 等 が あ る 。 こ れ ら の 問 題 に 対 し て 省 エ ネ ル ギ ー 、 省 資 源 が 叫 ば れ  
る と と も に 、 二 酸 化 炭 素 排 出 の な い ク リ ー ン な 自 然 エ ネ ル ギ ー の 早 期 導 入 、 早 期 実 用 化 が  
全 世 界 的 な 課 題 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 原 子 力 発 電 に よ る 電 気 エ ネ ル ギ ー の 供 給 が 行 わ れ て い る が 、 原 子 力 利 用 に 関 す る 問  
題 と し て は 、 原 子 力 発 電 所 等 の 原 子 炉 の 老 朽 化 や 地 震 、 津 波 、 天 災 、 人 災 等 に 伴 っ て 発 生  
し 得 る 放 射 能 漏 れ 事 故 が あ る 。 周 知 の よ う に 放 射 能 は 、 生 態 環 境 へ の 悪 影 響 が 大 き く 、 放  
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射 能 漏 れ 事 故 が 発 生 し た と き に は 、 福 島 原 発 事 故 等 の 例 を 見 て も 分 か る よ う に 、 地 域 住 民  
の 生 活 環 境 へ の 悪 影 響 が 極 め て 大 き く 、 被 害 も 甚 大 に な る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 我 が 国 の 陸 上 に お け る 風 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 装 置 で は 装 置 の 大 規 模 化 に 伴 い 、 低 周 波  
騒 音 問 題 等 の 公 害 問 題 が あ る 。 国 土 が 狭 い 上 に 山 岳 地 帯 の 占 め る 面 積 が 大 き い 我 が 国 で は  
こ れ ら の 問 題 を 踏 ま え 、 こ れ 以 上 陸 上 で は 大 規 模 な 新 規 立 地 が 困 難 な 状 況 に あ る が 、 早 急  
に 新 た な エ ネ ル ギ ー 開 発 を 推 進 し な く て は な ら な い 。 そ こ で 、 騒 音 公 害 や 環 境 公 害 の 問 題  
等 に 配 慮 し つ つ 、 安 全 性 、 安 定 性 、 効 率 性 、 メ ン テ ナ ン ス 性 等 の 点 で 、 こ れ ま で の 装 置 の  
大 幅 な 改 善 と 推 進 が 緊 急 に 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
地 球 は 、 表 面 積 の ７ １ パ ー セ ン ト が 海 で あ り 、 我 が 国 は 四 方 を 海 に 囲 ま れ た 海 洋 国 で あ る  
。 ま た 、 我 が 国 は 領 海 お よ び 排 他 的 経 済 水 域 の 面 積 を 入 れ る と 世 界 有 数 の 大 国 で あ る 。 従  
っ て 、 海 を 有 効 に 利 用 し て 、 海 洋 上 に 浮 体 式 、 着 床 式 、 或 い は 洋 上 風 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 装  
置 を 設 け る こ と に よ り 、 低 周 波 騒 音 等 の 公 害 問 題 も 解 決 す る だ け で な く 大 規 模 化 が 可 能 に  
な る 。 こ の た め 、 原 子 力 発 電 の 代 替 エ ネ ル ギ ー と し て 風 力 エ ネ ル ギ ー を 十 分 に 役 立 た せ る  
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 離 島 等 に お け る 風 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 装 置 の 開 発 は 、 陸 上 、 洋 上 を 問 わ ず 現 在 は 人 の  
住 め な い よ う な 無 人 島 、 例 え ば 尖 閣 諸 島 や 小 笠 原 諸 島 に お け る 無 人 の 島 々 へ の 居 住 を 可 能  
に す る 。 ま た 、 そ れ ら の 島 々 を 釣 り 場 や 観 光 地 と す る 可 能 性 を 高 め る た め に 、 さ ら に は 離  
島 に お け る 石 油 等 の 運 搬 費 と エ ネ ル ギ ー 資 源 の 節 約 や 観 光 、 水 産 業 等 の 拡 大 に よ る 島 民 の  
生 活 向 上 や 利 便 性 の 向 上 、 或 い は 国 民 の 広 域 活 動 と 都 市 集 中 型 人 口 の 分 散 化 等 を 図 る た め  
に も 、 海 を 有 効 に 利 用 す る こ と が 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
海 洋 に は 波 エ ネ ル ギ ー や 風 力 、 太 陽 光 、 海 流 、 潮 汐 等 の 海 洋 エ ネ ル ギ ー 資 源 が 多 く 存 在 す  
る 。 そ こ で 、 こ れ ら を 一 つ の 浮 体 に 搭 載 し た 装 置 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） に よ っ て 、 安 価 に 且  
つ 安 全 に 効 率 よ く エ ネ ル ギ ー 利 用 し 、 そ れ ぞ れ 性 質 の 違 っ た 多 種 多 様 な エ ネ ル ギ ー 源 を 組  
み 合 わ せ 、 安 定 エ ネ ル ギ ー 源 と し て 有 効 利 用 で き る エ ネ ル ギ ー の 多 様 化 に よ る 発 電 機 の 開  
発 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 地 球 が 誕 生 し て 以 来 ４ ６ 億 年 の 年 月 が 流 れ 、 海 底 に は 陸 地 か ら 流 れ 込 ん だ 窒 素 、 リ  
ン 等 の 栄 養 塩 が 無 尽 蔵 に 存 在 す る 。 こ れ ら を 本 発 明 に 関 連 し た 浮 体 支 持 軸 と 鉛 直 取 水 管 を  
併 用 し た 装 置 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） に よ っ て 、 低 層 部 の 深 層 水 （ 底 送 水 ） を 海 面 上 に 汲 み 上  
げ 、 人 口 湧 昇 流 に よ る 植 物 プ ラ ン ク ト ン を 増 養 殖 し て 、 水 産 食 料 資 源 を 増 殖 す る こ と は 、  
発 電 機 等 の 電 気 的 技 術 分 野 や 機 械 的 お よ び 構 造 的 技 術 分 野 を 超 え た 大 海 の 海 洋 生 態 系 、 生  
物 環 境 、 生 物 資 源 生 産 分 野 に ま で 波 及 す る 。 そ の た め 、 こ れ ら を 早 急 に 開 発 す る こ と が 社  
会 的 に も 経 済 的 に も 必 要 で あ り 、 そ の 第 １ 歩 と し て 最 も 身 近 な 波 力 発 電 、 海 流 、 潮 流 、 洋  
上 風 力 、 並 び に 洋 上 風 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 装 置 の 開 発 が 緊 急 に 望 ま れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 文 献 】 特 許 第 ５ ６ ８ ８ ７ ６ ４ 号 公 報
特 開 ２ ０ １ ６ － １ １ ４ ０ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 願 の 出 願 人 は 、 特 許 文 献 １ に お い て 、 水 面 上 に 浮 上 す る 浮 体 の 傾 斜 面 に お い て 、 水 の 取  
水 、 排 水 口 を 設 け て 、 波 力 を 利 用 し て 発 電 す る 装 置 と し て 波 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 装 置 を 提 案  
し た が 、 そ の 中 で 波 力 発 電 機 に お け る 波 力 （ 水 ） を 取 り 入 れ る 浮 体 、 並 び に そ の 装 置 の 構  
成 に お い て は 、 よ り い っ そ う 機 構 を 改 善 、 効 率 化 す る こ と が 望 ま れ て い た 。
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ま た 、 機 構 上 の ト ラ ブ ル や 海 洋 装 置 に お け る 生 物 付 着 問 題 、 魚 類 、 ク ラ ゲ 等 の 混 入 問 題 、  
運 転 作 業 の 軽 減 面 等 に お い て も 改 善 す る 余 地 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に お い て は 、 汲 み 上 げ た 深 層 水 を す ぐ に 海 域 放 流 す る た め に 、 放 流 し た  
深 層 水 の 深 海 へ の 沈 降 速 度 が 速 い と い う 欠 点 が あ っ た 。 こ の 欠 点 に 対 す る 効 果 的 対 策 と し  
て 、 汲 み 上 げ た 深 層 水 を 装 置 内 で 循 環 さ せ て 装 置 内 に お け る 海 洋 生 物 の 付 着 防 止 効 果 等 を  
果 た さ せ た 後 、 循 環 中 に 表 層 近 く の 表 層 水 と の 混 合 作 用 等 に よ り 、 冷 水 と 表 層 水 と の 温 度  
差 緩 和 等 が な さ れ た も の を 海 域 に 放 流 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し か し 、 こ の 場 合 、 放 流 し た 深 層 水 の 低 層 へ の 沈 降 速 度 が 遅 い た め に 、 海 面 上 付 近 で の 滞  
留 時 間 が 長 く 光 合 成 効 果 が 大 き く な る 。 こ の た め 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン を よ り 多 く 増 殖 さ せ  
る こ と に な り 、 こ れ を 捕 食 す る 動 物 プ ラ ン ク ト ン 増 殖 も 促 す 結 果 と な り 、 こ れ ら プ ラ ン ク  
ト ン に 起 因 す る 装 置 へ の 付 着 物 の 増 加 を 招 く た め に 、 装 置 を 改 善 し な く て は な ら な い と い  
う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
特 に 、 浮 体 式 波 力 、 洋 上 風 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 装 置 等 に お い て は 、 実 用 化 、 並 び に 装 置 の 大  
規 模 化 に 伴 い 機 構 を 単 純 化 し 、 装 置 は 出 来 る 限 り ド ッ ク 等 の 陸 地 の 工 場 で 製 作 し 、 現 地 組  
み 立 て 、 運 搬 、 設 置 等 を 簡 略 化 し 、 メ ン テ ナ ン ス 費 や 運 転 コ ス ト 等 の す べ て に お い て コ ス  
ト 低 下 に 導 く こ と が 、 発 電 原 価 等 の 低 減 に つ な が る 。 こ の た め 、 洋 上 で の 現 地 作 業 を 極 力  
減 じ た も の と す る 必 要 が あ る と い う 課 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 洋 上 風 力 エ ネ ル ギ ー 利 用 装 置 等 の 運 搬 、 設 置 、 曳 航 時 等 に お い て も 、 自 己 浮 体 に バ  
ラ ス ト 水 注 入 等 を 用 い て 重 心 を 下 げ 、 安 定 し た 装 置 と す る こ と に よ り 、 予 期 せ ぬ 低 気 圧 の  
到 来 や 、 突 風 の 遭 遇 に 際 し て 、 簡 単 に 対 応 で き て 、 装 置 を 安 全 に 守 る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 技 術 が 有 す る 課 題 や 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 波 力  
、 海 流 、 潮 流 、 風 力 に よ る 水 上 発 電 を 行 う た め に 、 取 水 ・ 排 水 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き  
る 浮 体 、 並 び に ク ラ ゲ や 魚 類 等 海 洋 生 物 、 浮 遊 ご み 等 の 海 洋 浮 遊 物 の 装 置 機 構 部 内 へ の 混  
入 防 止 が 可 能 な 浮 体 お よ び 該 浮 体 を 備 え た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 次 の 各 項 の 発 明 に 存 す る 。
［ １ ］   水 上 に 浮 か べ た 状 態 で 姿 勢 の 鉛 直 性 が 保 た れ 、 中 心 部 に メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） が  
設 け ら れ 、 該 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 下 方 に 複 数 の 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、  
Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） が 設 け ら れ た 浮 体 （ １ ） に お い て 、
前 記 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） に 、 そ の 下 方 外 部 の 水 を メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 部 に 取 り 入 れ  
る 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） と 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 部 の 水  
を 前 記 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） 毎 に 流 す 複 数 の 連 通 口 （ １  
６ 、 １ ６ ｅ 、 １ ６ ｆ 、 １ ６ ｇ 、 １ ６ ｈ ） が 設 け ら れ 、
前 記 各 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） に 、 そ れ ぞ れ 排 水 タ ン ク （  
Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） 内 部 の 水 を 浮 体 （ １ ） 外 部 に 排 水 す る 排 水 口 （  
１ １ 、 ２ ７ 、 ２ ８ ） が 設 け ら れ 、
前 記 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） に 、 水 を 前 記 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ  
） 内 部 に 取 り 入 れ る と き に 開 き 、 そ の 逆 流 時 に 閉 じ る 逆 止 弁 （ １ ４ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １  
４ ｃ 、 １ ４ ｄ ） が 設 け ら れ 、
前 記 排 水 口 （ １ １ 、 ２ ７ 、 ２ ８ ） に は 、 前 記 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ  
、 Ｗ Ｔ ｈ ） 内 部 の 水 を 浮 体 （ １ ） 外 部 に 排 水 す る 時 に 開 き 、 そ の 逆 流 時 に 閉 じ る 逆 止 弁 （  
１ ２ ， ２ ９ ， ３ ０ ） が 設 け ら れ 、
前 記 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） は 、 前 記 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の  
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底 板 （ ６ ） に 下 向 き に 開 口 し 、 そ の 下 方 外 部 の 水 が 、 波 の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 で 波 の 山 が  
来 る 上 向 き 時 に 前 記 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 部 に 向 か い 流 入 可 能 で あ り 、
前 記 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） を 囲 う 囲 い 壁 （ ５ ４ 、 ５ ４ ｅ  
、 ５ ４ ｆ 、 ５ ４ ｇ 、 ５ ４ ｈ ） の 裏 面 は 、 前 記 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １  
３ ｄ ） に 取 り 入 れ る 水 を 案 内 す る 案 内 壁 （ ５ ５ 、 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 、 ５ ５ ｃ 、 ５ ５ ｄ ） と な  
り 、 該 案 内 壁 （ ５ ５ 、 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 、 ５ ５ ｃ 、 ５ ５ ｄ ） は 、 前 記 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ）  
の 底 板 （ ６ ） の 底 面 よ り 下 方 へ 下 が っ た 位 置 か ら 前 記 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １  
３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） に 向 か う こ と を 特 徴 と す る 浮 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ ２ ］   発 電 機 （ １ ９ ） を 備 え 、
前 記 連 通 口 （ １ ６ ， １ ６ ｅ ， １ ６ ｆ 、 １ ６ ｇ 、 １ ６ ｈ ） に 、 前 記 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内  
部 か ら 前 記 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ ， Ｗ Ｔ ｅ ， Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） 内 部 に 流 れ る 水 に よ り  
回 転 す る 水 車 （ １ ７ ， １ ７ ｅ ， １ ７ ｆ 、 １ ７ ｇ 、 １ ７ ｈ ） が 設 け ら れ 、
前 記 水 車 （ １ ７ ， １ ７ ｅ ， １ ７ ｆ 、 １ ７ ｇ 、 １ ７ ｈ ） に よ っ て 、 前 記 発 電 機 （ １ ９ ） が 駆  
動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 項 １ に 記 載 の 浮 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ ３ ］   前 記 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） よ り も 上 方 へ 延 び る ダ ク ト を 兼 ね る 支 柱 （ ２ ２ ， ３ ９  
） の 内 部 に 、 そ の 上 部 か ら 侵 入 し た 光 線 を 遮 断 す る 螺 旋 状 に 延 び る 螺 旋 板 （ ４ ５ ｂ 、 ４ ５  
ａ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 浮 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ ４ ］   前 記 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ ， Ｗ Ｔ ｅ ， Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） の 底 面 は 、 波 形 の 波  
打 ち 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 浮 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ ５ ］   前 記 複 数 の 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ ， Ｗ Ｔ ｅ ， Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） そ れ ぞ れ は 、  
浮 体 （ １ ） の 中 央 近 傍 に 位 置 す る 連 通 部 （ ５ ７ ） に よ っ て 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る  
項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 浮 体 （ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ ６ ］   項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 浮 体 （ １ ） と 、
前 記 浮 体 （ １ ） か ら 鉛 直 下 方 に 延 び て 、 深 層 水 を 汲 み 上 げ る た め の 鉛 直 取 水 管 （ ７ ） と 、  
を 備 え 、
前 記 鉛 直 取 水 管 （ ７ ） に 、 汲 み 上 げ た 深 層 水 を 前 記 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３  
ｃ 、 １ ３ ｄ ） の 外 部 周 辺 お よ び ／ ま た は 浮 体 内 部 に 放 出 す る 放 出 手 段 （ １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、  
１ ５ ｃ ） と 、 該 鉛 直 取 水 管 （ ７ ） に よ っ て 深 層 水 を 汲 み 上 げ る た め の 取 水 ポ ン プ （ ８ ） と  
、 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 （ Ａ ） 。
［ ７ ］   前 記 浮 体 （ １ ） に 設 け ら れ た 風 力 発 電 機 （ ６ ６ ） お よ び ／ ま た は 水 流 発 電 機 （ ７  
１ ） を 備 え 、
前 記 取 水 ポ ン プ （ ８ ） は 、 前 記 発 電 機 （ １ ９ ） 、 前 記 風 力 発 電 機 （ ６ ６ ） お よ び ／ ま た は  
水 流 発 電 機 （ ７ １ ） の 少 な く と も 何 れ か 一 つ が 発 電 す る 電 気 に よ っ て 駆 動 す る こ と を 特 徴  
と す る 項 ６ に 記 載 の 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 （ Ａ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 本 発 明 は 次 の よ う に 作 用 す る 。
項 ［ １ ］ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 波 の 山 が 来 る と メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 取 水 口 （ １ ３ 、 １  
３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） に 設 け ら れ て い る 逆 止 弁 （ １ ４ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４  
ｃ 、 １ ４ ｄ ） が 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 下 方 外 部 の 水 に 押 し 上 げ ら れ て 開 い た 状 態 に な  
る 。 こ れ に よ り 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 下 方 外 部 の 水 が 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ  
、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） か ら メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 に 取 り 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の と き 、 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ ， Ｗ Ｔ ｅ ， Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） の 排 水 口 （ １ １ 、 ２ ７  
、 ２ ８ ） に 設 け ら れ て い る 逆 止 弁 （ １ ２ 、 ２ ９ 、 ３ ０ ） は 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 下 方  
外 部 の 水 に 押 し 上 げ ら れ て 閉 じ た 状 態 に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 波 の 山 が 来 る た び に メ  
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イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 下 方 外 部 の 水 が メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 に 取 り 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 波 の 山 が 過 ぎ て 波 の 谷 が 来 る と 、 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ  
） に 設 け ら れ て い る 逆 止 弁 （ １ ４ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ 、 １ ４ ｄ ） が 閉 じ る と と も に  
、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 の 水 が 各 連 通 口 （ １ ６ 、 １ ６ ｅ 、 １ ６ ｆ 、 １ ６ ｇ 、 １ ６ ｈ ） を  
通 っ て 各 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） に 流 れ 込 む 。 こ の と き 、  
排 水 口 （ １ １ 、 ２ ７ 、 ２ ８ ） の 逆 止 弁 （ １ ２ 、 ２ ９ 、 ３ ０ ） は 開 い た 状 態 に な っ て い る の  
で 、 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） 内 部 の 水 が 排 水 口 （ １ １ 、 ２  
７ 、 ２ ８ ） か ら 浮 体 （ １ ） 外 部 に 排 水 さ れ る 。
こ の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 浮 体 （ １ ） に よ れ ば 、 波 の 山 の 通 過 及 び 波 の 谷 の 通 過 に 伴 っ て  
、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 下 方 外 部 の 水 を メ イ ン タ ン ク 内 に 効 率 よ く 取 水 す る こ と が で き  
、 ま た 、 効 率 よ く 排 水 す る こ と が で き る 。
特 に 、 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） は 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 底  
板 （ ６ ） に 下 向 き に 開 口 し て お り 、 そ の 下 方 外 部 の 水 が 、 波 の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 で 波 の  
山 が 来 る 上 向 き 時 に メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 部 に 向 か い 流 入 す る 。
ま た 、 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） を 囲 う 囲 い 壁 （ ５ ４ 、 ５ ４  
ｅ 、 ５ ４ ｆ 、 ５ ４ ｇ 、 ５ ４ ｈ ） の 裏 面 は 、 前 記 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、  
１ ３ ｄ ） に 取 り 入 れ る 水 を 案 内 す る 案 内 壁 （ ５ ５ 、 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 、 ５ ５ ｃ 、 ５ ５ ｄ ） と  
成 る 構 成 な の で 、 浮 体 （ １ ） を 構 成 す る 材 料 を 効 率 よ く 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。
こ こ で 案 内 壁 （ ５ ５ 、 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 、 ５ ５ ｃ 、 ５ ５ ｄ ） は 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 底  
板 （ ６ ） の 底 面 よ り 下 方 へ 下 が っ た 位 置 か ら 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １  
３ ｄ ） に 向 か っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 の 水 が 連 通 口 （ １ ６ 、 １ ６ ｅ 、 １ ６ ｆ  
、 １ ６ ｇ 、 １ ６ ｈ ） を 通 っ て 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） 内 部  
に 流 れ る と き に 、 連 通 口 （ １ ６ 、 １ ６ ｅ 、 １ ６ ｆ 、 １ ６ ｇ 、 １ ６ ｈ ） に 設 け ら れ た 水 車 （  
１ ７ 、 １ ７ ｅ 、 １ ７ ｆ 、 １ ７ ｇ 、 １ ７ ｈ ） が 回 転 す る 。 こ の 水 車 （ １ ７ 、 １ ７ ｅ 、 １ ７ ｆ  
、 １ ７ ｇ 、 １ ７ ｈ ） の 回 転 に よ っ て 発 電 機 （ １ ９ ） が 駆 動 す る の で 、 波 力 に よ る 発 電 を す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 ダ ク ト を 兼 ね る 支 柱 （ ２ ２ 、 ３ ９ ） の 内 部 に 、 そ の 上 部 か ら 侵  
入 し た 光 線 を 遮 断 す る 螺 旋 状 に 延 び る 螺 旋 板 （ ４ ５ ｂ 、 ４ ５ ａ ） が 設 け ら れ て い る の で 、  
空 気 の 出 入 り す る 吸 排 気 口 （ ２ ３ ） か ら 光 が 差 し 込 ん で も 、 螺 旋 板 （ ４ ５ ｂ 、 ４ ５ ａ ） が  
光 を 遮 断 す る 。 こ れ に よ り 、 ダ ク ト を 兼 ね る 支 柱 （ ２ ２ 、 ３ ９ ） よ り も 下 方 の メ イ ン タ ン  
ク （ Ｍ Ｔ ） に 溜 ま っ て い る 水 に 光 が 届 く こ と を 防 止 で き 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 内 で の 光  
合 成 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 浮 体 （ １ ） 内 で の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 等 の 増 殖  
に 起 因 し て 発 生 す る 浮 体 （ １ ） や 浮 体 （ １ ） に 設 け た 装 置 へ の 付 着 物 の 増 加 を 防 止 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
項 ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ） の 底 面  
を 波 形 の 波 打 ち 形 状 に し た の で 、 浮 体 （ １ ） の 受 け る 波 の 揚 圧 力 を 軽 減 す る こ と が で き る  
。 こ れ に よ り 、 係 留 し た 浮 体 （ １ ） を 安 定 さ せ て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
項 ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ ）  
そ れ ぞ れ は 、 浮 体 （ １ ） の 中 央 近 傍 に 位 置 す る 連 通 部 （ ５ ７ ） に よ っ て 連 通 し て い る の で  
、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） か ら の 水 が 特 定 の 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、  
Ｗ Ｔ ｈ ） に 偏 っ て し ま う こ と な く 分 配 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 浮 体 （ １ ） を 安 定 さ せ て お く  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
項 ６ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 浮 体 （ １ ） か ら 鉛 直 下 方 に 延 び る 鉛 直 取 水 管 （ ７ ） と 取 水 ポ ン  
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プ （ ８ ） に よ っ て 深 層 水 を 汲 み 上 げ る こ と が で き る 。 汲 み 上 げ た 深 層 水 は 、 放 出 手 段 （ １  
５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ ） に よ っ て 浮 体 （ １ ） の メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） の 取 水 口 （ １ ３ 、 １  
３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） の 外 部 周 辺 お よ び ／ ま た は 浮 体 （ １ ） の 内 部 に 放 出 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ れ に よ り 、 鉛 直 取 水 管 （ ７ ） に よ っ て 汲 み 上 げ ら れ た 深 層 水 （ Ｓ Ｔ ） は 、 取 水 口 （ １ ３  
、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） 、 メ イ ン タ ン ク （ Ｍ Ｔ ） 、 連 通 口 （ １ ６ 、 １ ６ ｅ 、  
１ ６ ｆ 、 １ ６ ｇ 、 １ ６ ｈ ） 、 排 水 タ ン ク （ Ｗ Ｔ ） 等 を 通 過 す る 際 に 、 取 水 口 （ １ ３ 、 １ ３  
ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ ） 周 辺 の 装 置 下 方 よ り 混 入 す る 表 層 近 く の 表 層 水 と 混 合 さ れ  
る た め 、 あ ま り 大 き な 温 度 差 、 密 度 差 は 生 じ ず 、 表 層 水 と の 温 度 差 、 密 度 差 は よ り 小 さ く  
し て 装 置 外 部 に 放 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
項 ７ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 浮 体 （ １ ） に 設 け ら れ た 風 力 発 電 機 （ ６ ６ ） お よ び ／ ま た は 水  
流 発 電 機 （ ７ １ ） の 少 な く と も 何 れ か 一 つ が 発 電 す る 電 気 に よ っ て 取 水 ポ ン プ （ ８ ） を 駆  
動 す る の で 、 自 己 完 結 型 の 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 （ Ａ ） と な る 。 こ れ に よ り 、 人 工 湧 昇 流 発  
生 装 置 （ Ａ ） の 設 置 場 所 の 選 択 枝 が 多 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 お よ び 該 浮 体 を 備 え た 人 工 湧 昇 流  
発 生 装 置 の 主 要 部 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 に 洋 上 風 車 及 び 波 力 発 電 装 置 を 搭  
載 し た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 の 全 体 を 概 略 的 に 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る Ｘ － Ｘ 線 矢 視 図 で あ り 、 水 上 発 電 浮 体 を 平 面 視 で 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ｙ － Ｙ 線 矢 視 図 で あ り 、 水 上 発 電 浮 体 の 底 面 視 に お け る 取 水 分 担 エ  
リ ア の 配 置 を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 図 １ に お け る Ｚ － Ｚ 線 矢 視 図 で あ り 、 水 上 発 電 浮 体 の 底 面 視 に お け る 排 水 分 担 エ  
リ ア の 配 置 を 示 し て い る 。
【 図 ６ 】 図 １ と 図 ５ と に お け る Ｖ － Ｖ 線 矢 視 部 位 の 展 開 図 で あ り 、 取 水 口 近 傍 に お け る 案  
内 壁 の 断 面 を 示 し て い る 。
【 図 ７ 】 図 １ と 図 ５ と に お け る Ｗ － Ｗ 線 矢 視 部 位 の 展 開 図 で あ り 、 連 通 孔 近 傍 に お け る 排  
水 タ ン ク の 囲 い 壁 の 断 面 を 示 し て い る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に お け る Ｒ － Ｒ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に お け る Ｑ － Ｑ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の Ｔ 部 に お け る ス テ ー ダ ク ト 内 の 光 線 遮 蔽 手 段 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｕ ― Ｕ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 に 取 水 ・ 排 水 機 能 を 与 え る 波 力  
に よ る 水 粒 子 円 軌 道 運 動 の 概 要 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 に 海 流 発 電 機 を 搭 載 し た 人 工 湧  
昇 流 発 生 装 置 の 全 体 を 概 略 的 に 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 の 全 体 を 概 略 的 に 示 す 平  
面 図 で あ る
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 に 海 流 ・ 潮 流 の 流 れ 方 向 に 自 由  
に 対 応 可 能 な 水 流 発 電 機 を 搭 載 し た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 の 全 体 を 概 略 的 に 示 す 正 面 図 で あ  
る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ６ の 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 の 深 層 水 （ 底 層 水 ） 排 出 部 の 縦 断 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の Ｓ － Ｓ 線 矢 視 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 に 海 流 発 電 機 を 付 加 し た  
全 体 構 成 図 で あ る 。
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【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 に 海 流 ・ 潮 流 の 流 れ 方 向  
自 由 に 対 し 対 応 可 能 な 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 （ 「 浮 体 」 に 相 当 ） １ お よ び 該 水 上 発 電 浮 体 １ を 備 え た 人 工 湧  
昇 流 発 生 装 置 Ａ は 、 波 動 の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 に よ る 流 体 の 流 れ を 受 け て 、 浮 体 内 に 効 率  
よ く 水 を 取 り 込 み 、 浮 体 内 か ら 浮 体 外 部 へ 排 水 機 能 を 引 き 起 こ さ せ 、 そ の 時 の 水 の 流 れ に  
よ り 波 力 発 電 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ は 、 信 頼 性 、 耐 久 性 、 メ ン テ ナ ン ス 性 、 経 済 性 、 効 率 性 を 必 要 と  
す る 領 域 、 並 び に 海 岸 域 、 或 い は ダ ム 、 湖 沼 、 大 陸 棚 等 に 設 置 し て 人 工 湧 昇 流 等 を 発 生 さ  
せ 、 深 層 水 （ 底 層 水 ） の 取 水 ・ 排 水 、 拡 散 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン 並 び に 動 物 プ ラ ン ク ト ン の  
増 養 殖 、 潮 流 、 海 流 、 波 力 、 風 力 等 の エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 す る も の で あ る 。 以 下 、 海  
洋 上 に お い て 使 用 さ れ 、 水 上 （ 波 力 ） 発 電 機 を 備 え た も の を 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 下 、 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の 各 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ か ら 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 １ お よ び 該 水 上 発 電 浮 体 １ を 備 え  
た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ の 主 要 部 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 １ に 示 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ は 、 水 上 発 電 浮 体 １ を 水  
面 Ｓ Ｗ 上 に 浮 か べ た 状 態 に 設 置 さ れ 、 該 水 上 発 電 浮 体 １ の 上 部 に 運 転 室 ２ が 設 け ら れ て い  
る 。 水 上 発 電 浮 体 １ の 中 心 部 に は 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ が 設 け ら れ 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 外  
周 に は 、 全 周 に 亘 っ て 複 数 の 収 斂 提 浮 体 ４ が 等 間 隔 に 立 設 さ れ て い る 。 各 収 斂 提 浮 体 ４ の  
間 に は 、 傾 斜 板 ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
傾 斜 板 ５ は 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 側 壁 上 方 か ら 浮 体 外 周 縁 に 向 か っ て 下 が る よ う に 傾 斜 し  
て い る 。 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 側 壁 外 部 は 、 傾 斜 板 ５ と 収 斂 提 浮 体 ４ と に よ っ て 画 成 さ れ た  
空 間 に よ っ て 傾 斜 板 浮 体 １ ０ と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 傾 斜 板 浮 体 １ ０ は 、 メ イ ン タ ン  
ク Ｍ Ｔ の 外 側 全 周 に 設 け ら れ て お り 、 水 上 発 電 浮 体 １ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 メ イ ン タ ン  
ク Ｍ Ｔ の 上 方 に は カ バ ー ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の カ バ ー ３ は 、 装 置 外 部 の 波 が 傾 斜 板 ５  
を 越 波 し て き た と き に 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 内 部 に 波 が 侵 入 す る こ と の 防 止 及 び 水 上 発 電 浮  
体 １ に 外 部 か ら の 光 が 浸 入 す る こ と の 防 止 の た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ２ は 、 図 １ の 水 上 発 電 浮 体 １ に 洋 上 風 車 ６ ６ （ 風 力 発 電 装 置 ） 及 び 波 力 発 電 装 置 ７ ０ を  
搭 載 し た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ の 全 体 を 概 略 的 に 示 し て い る
図 ２ に 示 し た よ う に 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 下 方 に は 、 チ ェ ー ン 取 付 部 ４ １ が 固 着 さ れ て お り  
、 該 チ ェ ー ン 取 付 部 ４ １ に は 、 チ ェ ー ン ６ ３ の 上 端 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 水 上 発 電 浮 体  
１ の 下 方 で は 、 海 底 Ｓ Ｇ に ア ン カ ー ６ ２ が 打 ち 込 ま れ て い る 。 チ ェ ー ン ６ ３ の 下 端 は ア ン  
カ ー ６ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 水 上 発 電 浮 体 １ は 、 チ ェ ー ン ６ ３ を 介 し て ア ン カ ー ６ ２  
に 係 留 さ れ て い る 。 こ こ で チ ェ ー ン ６ ３ は 、 ワ イ ヤ ー 、 ロ ー プ 、 パ イ プ チ ェ ー ン 等 、 装 置  
Ａ を 係 留 で き る も の で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 下 方 に は 、 深 層 水 を 取 水 す る た め の 鉛 直 取 水 管 ７ が 設 け ら れ て い  
る 。 鉛 直 取 水 管 ７ は 、 浮 体 の 中 心 か ら 鉛 直 下 方 に 延 び 、 海 洋 の 低 層 部 ま で 垂 下 し て い る 。  
鉛 直 取 水 管 ７ は 、 後 記 す る 取 水 ポ ン プ ８ の 駆 動 に よ っ て 、 下 端 に 設 け ら れ た 取 水 口 （ 図 示  
せ ず ） か ら 低 層 部 の 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ を 内 部 に 取 り 込 み 、 上 方 へ と 汲 み 上 げ る よ う に  
構 成 さ れ て い る 。 鉛 直 取 水 管 ７ の 下 端 に は 、 水 上 発 電 浮 体 １ お よ び 運 転 室 ２ の 姿 勢 に 鉛 直  
性 を 保 た せ る た め の 抵 抗 板 錘 ６ １ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
鉛 直 取 水 管 ７ の 上 部 は 、 浮 体 支 持 軸 と な っ て お り 、 後 記 す る 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ の 間 を 通 っ て  
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 に 貫 通 し て い る 。 こ こ で メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 に お け る 鉛 直 取 水 管 ７ に  
は 、 汲 み 上 げ た 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ を メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 （ 浮 体 内 部 ） に 放 出 す る 放 出  
手 段 と し て ノ ズ ル １ ５ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 取 水 口 １ ３ の 上 流  
に も 鉛 直 取 水 管 ７ に よ っ て 汲 み 上 げ た 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ を 放 出 す る 放 出 手 段 と し て ノ  
ズ ル １ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
鉛 直 取 水 管 ７ は 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ の 間 よ り 下 方 に 位 置 す る 途 中 で 屈 折 可 能 に 構 成 さ れ て い  
る 。 鉛 直 取 水 管 ７ を 屈 折 さ せ て 、 装 置 全 体 の 運 搬 や 設 置 等 の 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 鉛  
直 取 水 管 ７ を 屈 折 さ せ た と き に 必 要 な 補 助 浮 体 ６ ４ 、 ワ イ ヤ ー 、 ロ ー プ ６ ５ 、 並 び に ワ イ  
ヤ ー や ロ ー プ ６ ５ の 巻 取 り 機 等 も 、 水 上 発 電 浮 体 １ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
水 上 発 電 浮 体 １ の 上 方 に あ る 運 転 室 ２ の 上 に は 、 洋 上 風 車 ６ ６ が 搭 載 さ れ て お り 、 こ の 洋  
上 風 車 ６ ６ に は 、 該 洋 上 風 車 ６ ６ の タ ワ ー ６ ７ 、 ナ セ ル ６ ８ 、 ブ レ ー ド ６ ９ 等 が 設 け ら れ  
て い る 。 こ の 洋 上 風 車 ６ ６ に よ っ て 、 風 力 エ ネ ル ギ ー を 運 転 室 ２ 内 に 取 り 込 む こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ３ は 、 図 １ に お け る Ｘ － Ｘ 線 矢 視 図 で あ り 、 水 上 発 電 浮 体 １ を 平 面 視 で 示 し て い る 。
図 ３ に 示 し た よ う に 、 収 斂 提 浮 体 ４ の 集 合 体 は 、 平 面 視 に お い て 、 略 円 形 或 は 略 正 多 角 形  
状 の 水 上 発 電 浮 体 １ を 形 成 し て い る 。 各 収 斂 提 浮 体 ４ の 間 に は 、 傾 斜 板 ５ を 備 え た 傾 斜 板  
浮 体 １ ０ が 挟 ま れ 、 該 傾 斜 板 浮 体 １ ０ の 傾 斜 板 ５ の 中 程 に は 後 記 す る 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ  
Ｔ の 排 水 口 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 該 排 水 口 １ １ に は 逆 止 弁 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 １ に 示 し た よ う に 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 底 板 ６ に は 、 そ の 下 方 外 部 に 通 じ て 周 囲 の 水 を  
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部 に 取 り 入 れ る 取 水 口 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 取 水 口 １ ３ に は 、 そ の  
下 方 外 部 よ り メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部 に 向 け て 水 が 流 入 で き る が 流 出 で き な い よ う に 、 逆 止  
弁 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 即 ち 逆 止 弁 １ ４ は 、 そ の 下 方 外 部 の 水 を メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部  
に 取 り 入 れ る 取 水 時 に 開 き 、 そ の 逆 流 時 に 閉 じ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
取 水 口 １ ３ お よ び 逆 止 弁 １ ４ の 上 流 側 に は 、 取 水 ポ ン プ ８ の 駆 動 に よ っ て 鉛 直 取 水 管 ７ を  
通 し て 汲 み 上 げ ら れ た 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ が ノ ズ ル １ ５ ａ を 介 し て 排 水 さ れ 、 取 水 口 １  
３ の 上 流 側 外 部 周 辺 に 充 満 し て い る 。 ま た 、 取 水 口 １ ３ の 外 側 に は 、 浮 遊 物 や ク ラ ゲ 、 海  
藻 類 等 の 流 入 防 止 と 急 激 な 深 層 水 落 下 防 止 の た め に 、 防 止 網 ７ ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 下 方 に は 、 複 数 の 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ が 配 設 さ れ て い る 。 メ イ ン タ  
ン ク Ｍ Ｔ の 底 板 ６ に は 、 各 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ に 連 通 し た 連 通 口 １ ６ が 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 毎 に 設  
け ら れ て い る 。 よ っ て 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部 の 水 は 、 各 連 通 口 １ ６ か ら 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ  
内 部 に 流 れ る 。 こ こ で 連 通 口 １ ６ に は 、 水 車 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
水 車 １ ７ は 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部 か ら 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 部 に 流 れ 込 む 水 に よ り 回 転 す る  
。 水 車 １ ７ は 、 水 車 回 転 軸 １ ８ の 下 端 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 水 車 回 転 軸 １ ８ は 、 保 護 の  
た め に 保 護 管 ２ ０ に 挿 通 さ れ て い る 。 水 車 回 転 軸 １ ８ の 上 端 は 、 運 転 室 ２ に 設 け ら れ た 発  
電 機 １ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 水 車 １ ７ の 回 転 が 発 電 機 １ ９ に 伝 達 さ れ て 発 電  
機 １ ９ を 回 転 さ せ て 発 電 さ れ る 。 即 ち 波 力 発 電 装 置 ７ ０ が 稼 動 す る 。 ま た 、 メ イ ン タ ン ク  
Ｍ Ｔ 内 部 か ら 貝 殻 や 海 藻 等 の 不 純 物 が 連 通 口 １ ６ に 流 入 し な い よ う に 、 連 通 口 １ ６ の 上 部  
開 口 を 覆 う よ う に 防 止 網 ７ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 上 方 に は 、 カ バ ー ３ の 蓋 板 と ほ ぼ 同 レ ベ ル に 構 造 床 ２ １ が 設 け ら れ て い  
る 。 こ こ か ら 上 方 の 運 転 室 ２ に 至 る ま で の 間 は 、 保 護 管 ２ ０ の 外 側 に ス テ ー ダ ク ト （ 支 柱  
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） ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 運 転 室 ２ の 床 下 で は 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 の 水 位 の 上 下 動 に よ  
り 、 ス テ ー ダ ク ト （ 支 柱 ） ２ ２ は メ イ ン タ ン ク 上 部 の 空 気 の 通 気 路 と な る 。 ス テ ー ダ ク ト  
２ ２ は 、 吸 排 気 口 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 こ の ス テ ー ダ ク ト ２ ２ は 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ よ り も 上 方 に 設 け ら れ て い る 運 転 室 ２  
や 風 車 ６ ６ 等 を 支 え る 支 柱 を 兼 ね て い る 。 即 ち 、 ス テ ー ダ ク ト ２ ２ は 、 水 上 発 電 浮 体 １ と  
運 転 室 ２ を 結 ぶ 構 造 材 と し て も 大 き な 役 割 を 果 た し て い る 。 ま た 、 ス テ ー ダ ク ト ２ ２ の 吸  
排 気 口 ２ ３ は 、 大 波 時 等 の 飛 散 水 等 が 飛 び 込 ま な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 ス テ ー ダ ク ト ２ ２ の 下 部 内 側 に は 、 螺 旋 状 の 螺 旋 板 ４ ５ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ の  
螺 旋 板 ４ ５ ｂ は 、 保 護 管 ２ ０ を ガ イ ド す る と 共 に 、 吸 排 気 口 ２ ３ 等 か ら の 光 線 を 遮 断 す る  
た め の 光 線 遮 蔽 手 段 と し て も 機 能 す る 。 こ の 光 線 遮 蔽 手 段 に つ い て は 、 詳 し く は 図 １ ０ に  
示 す ス テ ー ダ ク ト ３ ９ に 設 け た も の を 代 表 し て 後 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
水 車 回 転 軸 １ ８ の 下 方 で 水 車 １ ７ の 直 上 に は 、 水 車 回 転 伝 達 金 物 と し て 軸 継 ぎ 手 ２ ４ が 設  
け ら れ て い る 。 軸 継 ぎ 手 ２ ４ と 水 車 回 転 軸 １ ８ と に は 、 ス プ ラ イ ン 溝 等 が 設 け ら れ て お り  
、 メ ン テ ナ ン ス 時 等 に は 水 車 回 転 軸 １ ８ を 簡 単 に 取 り 外 せ る 構 造 に な っ て い る 。 ま た 、 前  
記 し た 保 護 管 ２ ０ も 同 様 に 、 水 車 １ ７ の 直 上 で 連 結 金 物 ２ ５ を 用 い て 接 続 さ れ 、 メ ン テ ナ  
ン ス 時 に は 水 車 １ ７ と 保 護 管 ２ ０ と は 簡 単 に 分 離 で き る 構 造 に な っ て い る 。 ま た 、 メ ン テ  
ナ ン ス 時 に は 、 発 電 機 １ ９ 、 水 車 回 転 軸 １ ８ お よ び 保 護 管 ２ ０ は 、 ワ イ ヤ ー や ロ ー プ ２ ６  
等 を 用 い て 簡 単 に 上 方 に 吊 り 上 げ ら れ る 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部 の 水 は 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 部 に 流 れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 排 水  
タ ン ク Ｗ Ｔ の 下 方 に は 、 排 水 口 ２ ７ 、 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 排 水 口 ２ ７ に は 逆 止 弁 ２ ９  
が 設 け ら れ 、 排 水 口 ２ ８ に は 逆 止 弁 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 逆 止 弁 ２ ９ 、 ３ ０ は 、  
排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 部 の 水 を 浮 体 外 部 に 排 水 す る 排 水 時 に 開 き 、 そ の 逆 流 時 に 閉 じ る よ う に  
構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
詳 し く 言 え ば 、 浮 体 下 方 で 波 の 通 過 後 に お け る 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 が 下 向 き 状 態 に あ る と  
き に は 逆 止 弁 ２ ９ ， ３ ０ が 開 い て 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 の 水 を 排 水 で き る が 、 上 向 き 状 態 に  
あ る と き に は 逆 止 弁 ２ ９ ， ３ ０ が 閉 じ る の で 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 の 水 は 排 水 さ れ な い 。 ま  
た 、 運 転 、 操 作 条 件 に よ っ て は 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ の 上 方 の 傾 斜 板 ５ に 設 け た 排 水 口 １ １ か  
ら 傾 斜 板 ５ の 上 面 に 水 が 排 水 さ れ る 。 排 水 口 １ １ に は 、 浮 体 内 部 の 水 が 傾 斜 板 ５ 上 面 に 排  
出 さ れ る と き に は 開 く が 、 外 部 か ら の 流 入 が で き な い よ う に 閉 じ る 逆 止 弁 １ ２ が 設 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
排 水 口 ２ ７ 、 ２ ８ の そ れ ぞ れ に あ る 逆 止 弁 ２ ９ 、 ３ ０ の 上 部 に は 、 ワ イ ヤ ー ・ ロ ー プ ３ １  
、 ３ ２ 等 が 結 び 付 け ら れ る 不 図 示 の フ ッ ク 等 が 設 け ら れ 、 こ れ に ワ イ ヤ ー ・ ロ ー プ ３ １ 、  
３ ２ の 一 端 が 結 び 付 け ら れ て い る 。 ワ イ ヤ ー ・ ロ ー プ ３ １ 、 ３ ２ の 他 端 側 は 、 運 転 室 ２ の  
天 井 に 設 け ら れ た 滑 車 ま で 導 か れ て お り 、 逆 止 弁 ２ ９ 、 ３ ０ の 人 為 的 な 開 閉 操 作 の た め の  
引 っ 張 り 、 し ば り つ け 、 ロ ッ ク 操 作 等 が 容 易 に で き る よ う に な っ て い る 。 ワ イ ヤ ー ・ ロ ー  
プ ３ １ 、 ３ ２ は 、 保 護 管 ３ ３ 、 ３ ４ に 挿 通 さ れ て お り 、 該 保 護 管 ３ ３ 、 ３ ４ に よ っ て 保 護  
さ れ て い る 。 ま た 、 ワ イ ヤ ー ・ ロ ー プ ３ １ 、 ３ ２ が 曲 げ ら れ て 配 置 さ れ る 所 に は 、 ベ ン ダ  
ー 管 等 を 用 い て ワ イ ヤ ー ・ ロ ー プ ３ １ 、 ３ ２ を ガ イ ド し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
保 護 管 ３ ３ は 、 収 斂 提 浮 体 ４ を 貫 通 し て 運 転 室 ２ ま で 延 び て い る 。 保 護 管 ３ ３ が 収 斂 提 浮  
体 ４ の 上 部 か ら 運 転 室 ２ の 床 を 貫 通 す る と こ ろ ま で 、 ス テ ー ダ ク ト ３ ５ が 設 け ら れ て い る  
。 ス テ ー ダ ク ト ３ ５ は 、 支 柱 を 兼 ね て お り 、 収 斂 提 浮 体 ４ 内 の 通 気 路 と 主 要 構 造 柱 を 兼 ね  
て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 底 板 ６ は 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ の 上 方 板 で も あ る が 、 一 部 が 傾 斜 板 浮 体 １  
０ 内 を 通 る 排 水 路 ３ ６ と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 排 水 路 ３ ６ の 出 口 は 、 前 記 し た 傾 斜  
板 ５ に 設 け た 排 水 口 １ １ と な っ て い る 。 従 っ て 、 排 水 口 １ １ か ら は 、 前 記 逆 止 弁 １ ２ の 作  
用 で 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 の 水 を 外 部 環 境 へ 排 出 で き る が 、 外 部 環 境 か ら の 水 の 流 入 は で き な  
い 。 逆 止 弁 １ ２ の 蓋 板 は 、 浮 体 外 部 か ら の 光 が 浮 体 内 部 へ で き る だ け 侵 入 し な い よ う に 排  
水 口 １ １ の 大 き さ に 対 し て 十 分 に 大 き い も の と し て あ り 、 開 閉 は あ ま り 大 き く 開 か な い よ  
う に な っ て い る 。 な お 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 外 部 か ら の 光 を 水 上 発 電 浮 体 １ の 内 部 へ な る べ  
く 侵 入 さ せ な い 手 段 と し て 、 排 水 路 ３ ６ の 向 き を 工 夫 す る 等 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
鉛 直 取 水 管 ７ の 上 部 に は 、 前 記 し た 取 水 ポ ン プ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 取 水 ポ ン プ ８ の  
駆 動 軸 ９ は 、 装 置 の 鉛 直 中 心 線 ２ ｃ に 沿 っ て 運 転 室 ２ 内 に 延 設 さ れ て い る 。 運 転 室 ２ 内 に  
は 、 駆 動 軸 ９ の 上 端 に 連 結 さ れ た 駆 動 モ ー タ ー ３ ７ が 配 設 さ れ て い る 。 駆 動 軸 ９ は 、 保 護  
管 ３ ８ に 挿 通 さ れ て い る 。 さ ら に 、 保 護 管 ３ ８ の 外 周 に は 、 ス テ ー ダ ク ト ３ ９ が 設 け ら れ  
て い る 。 こ れ ら は 全 て 装 置 の 鉛 直 中 心 線 ２ ｃ に 沿 っ た 同 心 線 状 に 設 け ら れ て い る 。 鉛 直 中  
心 線 ２ ｃ は 、 鉛 直 取 水 管 ７ の 中 心 線 で も あ る 。 ま た 、 ス テ ー ダ ク ト ３ ９ は 、 運 転 室 ２ 等 を  
支 え る 支 柱 を 兼 ね て お り 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 重 要 な 構 造 材 で も あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 上 方 に は 、 傾 斜 板 ５ を 越 波 し て き た 水 の 侵 入 を 防 止 す る 前 記 カ バ ー ３  
が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 カ バ ー ３ の 蓋 板 は 、 そ れ ぞ れ 取 り 外 し 可  
能 な 上 げ 床 ５ ０ を 扇 形 状 に 敷 き 詰 め た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 の 機  
械 装 置 の メ ン テ ナ ン ス 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 の 生 物 付 着 、 汚 れ 、 破 損 時 等 に お い て 、 清 掃  
、 修 理 、 交 換 等 が 比 較 的 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
図 １ ２ は 、 海 洋 で 波 が 発 生 す る と き の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 の 概 要 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ  
の 図 は 、 一 般 の 海 洋 土 木 工 学 等 の 文 献 に は ほ と ん ど 掲 載 さ れ て い る 振 幅 波 の 基 本 的 な 説 明  
図 で あ る 。 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 水 の 粒 子 は 、 基 本 的 に 楕 円 状 の 軌 動 ４ ７ を た ど り 、 上  
向 き の 矢 印 ４ ８ は 波 の 山 が 来 る と き の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 の 流 れ 、 下 向 き の 矢 印 ４ ９ は 波  
の 谷 が 来 る と き の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 の 流 れ を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
従 っ て 、 上 向 き 時 に は 装 置 下 方 の 水 が 取 水 口 １ ３ か ら メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部 へ 送 り 込 ま れ  
る 。 た だ し 、 こ の と き メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 底 板 ６ に 設 け た 取 水 口 １ ３ の 上 流 側 に は 、 低 層  
部 か ら 連 続 的 に 汲 み 上 げ た 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ が 装 置 Ａ の 外 部 に 大 量 に 充 満 し て い る た  
め 、 先 ず こ の 水 が 取 水 口 １ ３ か ら メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 へ 送 り 込 ま れ る 。 こ の と き 、 設 計 条  
件 に も よ る が 、 必 ず し も 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ の み が 取 水 さ れ る わ け で は な く 、 底 板 ６ の  
近 傍 の 表 層 水 も 取 り 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ま た 、 下 向 き 時 に は 水 面 上 で は 波 の 谷 が 来 る 時 で あ り 、 前 記 上 向 き 時 の 水 位 と 下 向 き 時 の  
水 位 に は 水 位 差 が 生 じ る 。 前 記 上 向 き 時 に メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 部 に 取 り 込 ん だ 水 の 方 が 水  
位 が 高 い た め 、 こ の 水 が 連 通 口 １ ６ を 通 じ て 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ に 流 さ れ 、 さ ら に 排 水 タ ン ク  
Ｗ Ｔ の 上 下 に 設 け た 排 水 口 １ １ 、 ２ ７ 、 ２ ８ よ り 排 水 さ れ る 。 季 節 的 、 生 物 資 源 生 産 状 況  
、 発 電 効 率 的 事 情 等 を 勘 案 し て 、 排 水 口 ２ ７ 、 ２ ８ か ら の 排 水 は 、 逆 止 弁 ２ ９ 、 ３ ０ を ロ  
ッ ク し て 、 流 れ を 停 止 、 或 は 流 量 制 限 （ 逆 止 弁 開 閉 制 限 ） す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 下 方 で 、 波 の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 が 上 向 き 矢 印 ４ ８ と 下 向 き 矢 印  
４ ９ の 両 方 同 時 に 発 生 す る よ う に 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 大 き さ を 設 定 す る な ら ば 、 水 上 発 電  
浮 体 １ 全 体 に 対 し て は 、 上 下 方 向 が 相 殺 さ れ る 。 そ の た め 、 水 上 発 電 浮 体 １ に は 、 あ ま り  
大 き な 上 下 動 が 生 じ な い 。 従 っ て 、 こ こ で そ れ ぞ れ の 取 水 口 １ ３ と 排 水 口 ２ ７ 、 ２ ８ 、 １  
１ を 有 効 利 用 す れ ば 波 力 発 電 効 率 は 大 き く 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
図 １ に 示 し た よ う に 、 傾 斜 板 ５ の 下 端 縁 に は 樋 状 に 形 成 さ れ た 返 し 板 ４ ６ が 配 設 さ れ て い  
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る 。 こ の 返 し 板 ４ ６ は 、 排 水 口 １ １ か ら 排 水 さ れ た 深 層 冷 水 が 傾 斜 板 ５ の 上 面 に 沿 っ て 流  
下 し 、 す ぐ に 海 洋 の 低 層 部 に 行 か な い よ う に す る た め の も の で あ る 。 排 水 口 １ １ か ら 排 水  
さ れ た 深 層 冷 水 は 、 返 し 板 ４ ６ に よ っ て 返 さ れ る の で 傾 斜 板 上 面 で 繰 り 返 し 海 洋 の 表 層 温  
水 と 混 合 さ れ て 密 度 合 わ せ が さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
こ の と き 、 低 層 部 か ら 鉛 直 取 水 管 ７ に よ っ て 汲 み 上 げ ら れ た 深 層 水 Ｓ Ｔ は 、 取 水 口 １ ３ 、  
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 、 連 通 口 １ ６ 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 等 を 通 過 す る 際 に 、 取 水 口 １ ３ 周 辺 の 装  
置 下 方 よ り 混 入 す る 表 層 近 く の 表 層 水 と 混 合 さ れ る た め 、 あ ま り 大 き な 温 度 差 、 密 度 差 は  
生 じ な い が 、 返 し 板 ４ ６ に よ っ て 再 混 合 さ れ る こ と に よ り 、 温 度 差 、 密 度 差 は よ り 小 さ く  
な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
図 ３ は 、 図 １ に お け る Ｘ ‐ Ｘ 線 矢 視 図 で あ り 、 水 上 発 電 浮 体 １ を 平 面 視 で 示 し て い る 。 図  
３ に 示 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 １ は 、 平 面 図 的 に 略 正 ８ 角 形 を な し  
て い る 。 こ の 形 状 は あ く ま で 一 例 で あ り 、 正 １ ２ 角 形 等 の 他 の 多 角 形 で も 良 い し 、 円 形 で  
も よ い 。 本 図 で は 全 円 周 ３ ６ ０ 度 を ８ 等 分 に 分 割 し 、 収 斂 提 浮 体 ４ を そ れ ぞ れ の ８ 等 分 基  
準 位 置 に 配 置 す る 。 収 斂 提 浮 体 ４ と 収 斂 提 浮 体 ４ と の 間 に は 、 傾 斜 板 ５ と 傾 斜 板 浮 体 １ ０  
が 設 け ら れ て お り 、 全 円 周 を つ な げ る と 略 正 ８ 角 形 に な る 。 水 上 発 電 浮 体 １ の 中 心 部 に は  
、 取 水 ポ ン プ ８ の 駆 動 軸 ９ 、 保 護 管 ３ ８ 、 ス テ ー ダ ク ト ３ ９ が 同 心 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 底 部 に 設 け た 水 車 １ ７ に は 、 水 車 回 転 軸 １ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 水 車  
回 転 軸 １ ８ は 、 運 転 室 ２ に 向 か っ て 延 設 さ れ て い る 。 水 車 回 転 軸 １ ８ は 保 護 管 ２ ０ に 挿 通  
さ れ て お り 、 保 護 管 ２ ０ は ス テ ー ダ ク ト ２ ２ に 挿 通 さ れ て い る 。 こ れ ら 水 車 回 転 軸 １ ８ と  
保 護 管 ２ ０ と ス テ ー ダ ク ト ２ ２ と は 、 そ れ ぞ れ 同 心 に 配 設 さ れ て い る 。 こ の よ う に 構 成 さ  
れ る 水 車 １ ７ は 、 浮 体 全 周 の ４ ヶ 所 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
収 斂 提 浮 体 ４ の 内 郭 線 か ら 装 置 中 心 部 の 保 護 管 ３ ８ 、 ス テ ー ダ ク ト ３ ９ の 中 心 線 に 向 け て  
、 鉄 骨 の 仕 切 枠 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 仕 切 枠 内 を 構 造 床 ２ １ と し 、 前 記 し た 収 斂 提 浮 体  
４ の ス テ ー ダ ク ト ３ ５ と 、 構 造 床 の ス テ ー ダ ク ト ２ ２ と 、 装 置 中 心 部 の ス テ ー ダ ク ト ３ ９  
と を 、 そ れ ぞ れ 略 一 直 線 上 に 配 置 し 、 そ の 反 対 側 に も 同 様 に 対 称 形 に 延 長 し 、 縦 横 十 字 線  
状 に 組 み 合 わ せ た 構 造 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 台 風 や 大 し け 時 等 に 水 上 発 電 浮 体 １ が  
動 揺 し て も 破 損 し 難 い 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ス テ ー ダ ク ト ３ ９ を 中 心 に し て 、 ス テ ー ト ダ ク ト ３ ５ 、 ２ ２ を ４ 方 向 に 十 字 状 に な る よ う  
に 配 設 し て 、 水 上 発 電 浮 体 １ と 運 転 室 ２ 、 風 車 タ ワ ー 等 を 支 え る 浮 体 強 度 主 材 と し て あ る  
。 さ ら に 、 吸 排 気 の 通 気 路 と し て 、 そ の 上 に 他 の 回 転 軸 や ワ イ ヤ ー ロ ー プ 等 の 保 護 管 等 を  
管 の 同 心 に 配 置 挿 入 し て 、 そ れ ぞ れ の 多 種 多 様 な 目 的 を 同 時 に 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
前 記 し た 構 造 床 ２ １ の ４ か 所 に 挟 ま れ る メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 上 部 分 は 、 上 げ 床 ５ ０ が 設 け  
ら れ る 。 従 っ て 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 上 部 分 は 全 て い ず れ か の カ バ ー で 覆 わ れ 、 メ イ ン タ  
ン ク Ｍ Ｔ 内 は 暗 室 状 態 に あ る 。 そ の た め 、 海 洋 の 低 層 部 よ り 汲 み 上 げ た 深 層 水 （ 底 層 水 ）  
Ｓ Ｔ は 低 層 部 か ら 光 に 充 て ら れ る こ と な く 、 鉛 直 取 水 管 ７ を 通 り 暗 室 の メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ  
内 部 に 送 り 込 ま れ る 。 こ の た め 、 深 層 水 中 に お け る 光 合 成 は 行 わ れ な い 。 な お 、 こ の と き  
取 水 口 １ ３ 、 排 水 口 １ １ 、 ２ ７ 、 ２ ８ に 設 け た 逆 止 弁 １ ４ 、 １ ２ 、 ２ ９ ， ３ ０ の 開 閉 作 動  
中 に 装 置 下 方 か ら 光 が 入 る が 、 水 面 か ら 回 り 込 ん で き た 光 で あ る こ と と 、 全 体 的 に は 僅 か  
な 光 量 で あ る た め に 、 あ ま り 大 き な 問 題 と は な ら な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
傾 斜 板 ５ と 傾 斜 板 浮 体 １ ０ に 設 け ら れ た 排 水 路 ３ ６ お よ び 排 水 口 １ １ 、 逆 止 弁 １ ２ は 、 浮  
体 全 周 に 亘 っ て ８ ヶ 所 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う な 状 態 で 波 が ど の 方 向 か ら 来 て も 、 逆  
止 弁 １ ２ は 、 波 の 到 来 側 で は 閉 じ る が 、 波 の 通 過 側 で は 開 い て 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 の 水 が 排  
水 さ れ る 。 従 っ て 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 全 周 で 見 る と 常 に ど こ か の 逆 止 弁 １ ２ は 閉 じ て い る  
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が 、 ど こ か 別 の 逆 止 弁 １ ２ が 開 い て い る 。 そ の た め 、 装 置 全 体 的 に 見 れ ば 水 の 流 れ は 整 流  
さ れ て お り 、 あ る 程 度 安 定 し た 流 れ で あ る の で 排 水 効 率 が 良 い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
図 ４ は 、 図 １ に お け る Ｙ ‐ Ｙ 線 矢 視 図 で あ り 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 底 面 視 に お け る 取 水 分 担  
エ リ ア の 配 置 を 示 し て い る 。 図 ４ に 示 し た よ う に 、 収 斂 提 浮 体 ４ は 、 水 上 発 電 浮 体 １ を ８  
等 分 し た 基 準 線 に 沿 っ て ８ 個 そ れ ぞ れ 等 分 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 合 間 に 傾 斜 板 浮 体 １ ０ （  
図 ３ 参 照 ） が 設 け ら れ 、 略 正 ８ 角 形 の 水 上 発 電 浮 体 １ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
水 上 発 電 浮 体 １ の 浮 体 中 心 部 に は 、 鉛 直 取 水 管 ７ が 設 け ら れ 、 図 ４ 中 の 水 平 方 向 に は 収 斂  
提 浮 体 ４ の 水 平 方 向 基 準 線 Ｋ を 仮 定 し 、 こ れ に 装 置 の 中 心 を 通 り 直 角 に 交 差 す る 垂 直 方 向  
に も ９ ０ ° 基 準 線 Ｋ ´ を 仮 定 し て 、 そ の そ れ ぞ れ に 収 斂 提 浮 体 ４ が 前 記 同 様 に 設 け ら れ て  
い る 。 収 斂 提 浮 体 ４ の 内 郭 線 と 鉛 直 取 水 管 ７ の ほ ぼ 中 央 部 に 、 連 通 口 １ ６ と 水 車 １ ７ が 設  
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
前 記 水 平 、 垂 直 方 向 基 準 線 Ｋ 、 Ｋ ´ と ほ ぼ ４ ５ 度 違 っ た 方 向 に 細 分 化 し た ４ ５ 度 方 向 基 準  
線 Ｌ 、 Ｌ ´ を 仮 定 し 、 こ れ に 前 記 同 様 に 鉛 直 取 水 管 ７ よ り 、 ほ ぼ 同 条 件 で 収 斂 提 浮 体 ４ を  
配 置 す る 。 収 斂 提 浮 体 ４ の 中 心 線 上 で 且 つ 収 斂 提 浮 体 ４ の 内 郭 線 よ り に 取 水 口 １ ３ 、 並 び  
に 逆 止 弁 １ ４ を 配 置 す る 。 取 水 口 １ ３ の 上 流 側 周 辺 に は 、 鉛 直 取 水 管 ７ か ら の ノ ズ ル １ ５  
ａ が 設 け ら れ て い る 。 鉛 直 取 水 管 ７ よ り 汲 み 上 げ た 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ は 、 ノ ズ ル １ ５  
ａ か ら 取 水 口 １ ３ の 上 流 側 周 辺 に 放 水 さ れ 、 上 流 側 周 辺 が 簡 易 的 に 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ  
に よ っ て 充 満 さ れ る 。 こ の た め 、 浮 体 下 方 か ら 波 の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 に よ っ て 深 層 水 （  
底 層 水 ） Ｓ Ｔ が メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 に 送 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
こ の と き 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 全 周 に わ た り 、 前 記 し た ９ ０ 度 交 差 の 水 平 、 垂 直 基 準 線 Ｋ 、  
Ｋ ´ に 挟 ま れ る ４ 分 割 さ れ た 領 域 を 取 水 分 担 エ リ ア と す る 。 仮 に 水 上 発 電 浮 体 １ の 全 周 を  
４ 等 分 し た 場 合 は 、 図 面 上 最 大 外 形 外 側 に 中 カ ッ コ で 囲 わ れ た 扇 形 状 と な る 、 区 分 符 号 ａ  
、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ を 付 し た 範 囲 と す る 。 そ の た め 、 そ れ ぞ れ の ９ ０ 度 交 差 の 水 平 、 垂 直 方 向 基  
準 線 Ｋ 、 Ｋ ´ の 中 間 線 で あ る ４ ５ 度 交 差 の 斜 め 基 準 線 Ｌ 、 Ｌ ´ 上 に 、 そ れ ぞ れ の 取 水 口 １  
３ が 配 置 さ れ る 。 し か る に 、 取 水 エ リ ア 区 分 符 号 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ の ほ ぼ 中 央 部 に 、 取 水 口  
１ ３ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
こ の よ う な 状 態 で 、 そ れ ぞ れ の 区 分 内 に 取 水 、 滞 留 さ せ た 深 層 水 と 前 記 し た 底 板 ６ の 近 傍  
の 表 層 水 と を 水 上 発 電 浮 体 １ の 下 方 か ら 波 の 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 の 上 向 き 時 の 揚 圧 力 に よ  
り メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 に 送 水 す る 。 こ の と き 、 海 洋 上 で 実 際 の 波 は 時 間 と と も に 進 行 す る  
も の で あ る た め 、 前 記 し た そ れ ぞ れ の 取 水 分 担 エ リ ア 中 の カ ッ コ で 囲 わ れ た 扇 形 状 の 区 分  
符 号 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ を 付 し た 範 囲 に お け る 作 動 に お い て は 、 そ れ ぞ れ バ ラ バ ラ の 条 件 と な  
り 、 取 水 し て い る エ リ ア も あ れ ば 停 止 し て 取 水 し て い な い エ リ ア も あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
図 ５ は 、 図 １ に お け る Ｚ ‐ Ｚ 矢 視 図 で あ り 、 図 ４ と 同 様 に 中 カ ッ コ で 囲 わ れ た 扇 形 状 の 範  
囲 に 付 し た 区 分 符 号 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ は 、 取 水 分 担 エ リ ア の 配 置 を 示 し て い る 。 こ れ に 対 し  
、 そ の 外 側 に 中 カ ッ コ で 囲 わ れ た 部 分 に 付 し た 区 分 符 号 ｅ 、 ｆ 、 ｇ 、 ｈ は 、 排 水 分 担 エ リ  
ア の 配 置 を 示 し て い る 。 以 下 、 こ れ ま で 図 ４ に お い て 付 し た 符 号 に お い て 、 一 例 と し て 連  
通 口 １ ６ 、 水 車 １ ７ 、 図 ５ に お い て は 、 排 水 口 ２ ７ 、 逆 止 弁 ２ ９ 、 排 水 口 ２ ８ 、 逆 止 弁 ３  
０ 、 排 水 口 １ １ 、 逆 止 弁 １ ２ 等 に お い て は 、 排 水 分 担 エ リ ア の 区 分 毎 に 子 番 号 を 取 る こ と  
と し て 、 仮 に 連 通 口 １ ６ ｅ 、 水 車 １ ７ ｅ 、 排 水 口 ２ ７ ｅ 、 逆 止 弁 ２ ９ ｅ 、 排 水 口 ２ ８ ｅ 、  
逆 止 弁 ３ ０ ｅ 、 排 水 口 １ １ ｅ 、 逆 止 弁 １ ２ ｅ と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
運 転 条 件 次 第 で は 、 排 水 口 ２ ７ ｅ 、 ２ ８ ｅ を 閉 じ て 、 傾 斜 板 ５ 上 に 設 け た 排 水 口 １ １ ｅ か  
ら 排 水 す る こ と も あ る 。 排 水 口 １ １ ｅ は 、 排 水 口 ２ ７ ｅ の 両 側 左 右 に １ 個 ず つ 合 計 ２ 個 が  
設 け ら れ て い る 。 以 下 、 扇 形 状 の 部 分 に 付 し た 排 水 分 担 エ リ ア の 区 分 符 号 ｆ 、 ｇ 、 ｈ に お  
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い て も 同 様 と す る 。 た だ し 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ は ４ つ が 例 示 さ れ て い る が 、 実 際 に は 装 置 中  
央 部 の 鉛 直 取 水 管 ７ の 近 傍 に お い て 全 て が 連 通 し 、 一 連 化 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 そ れ  
ぞ れ の 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ 内 を 水 が 自 由 に 行 き 来 で き る の で 、 そ れ ぞ れ の 個 別 の 運 転 が 自 由 に  
行 え る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
次 に 、 図 ５ に お い て は 、 底 板 ６ も ４ 分 割 に 細 分 化 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 前 記 し た 取 水 分 担 エ リ  
ア の 区 分 符 号 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ に 相 当 し て い る 。 こ の そ れ ぞ れ の 扇 形 状 の 取 水 分 担 エ リ ア 、  
排 水 分 担 エ リ ア の 区 分 に お い て も 、 実 際 に は 水 の 囲 い 壁 、 案 内 壁 に お い て は 、 装 置 構 造 上  
何 ら か の 骨 材 を 設 け な く て は 構 造 物 と し て 成 り 立 た な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
一 例 と し て 、 扇 形 状 の 取 水 分 担 エ リ ア ａ 区 分 に お い て は 、 折 れ 線 上 の 扇 骨 材 に お い て 、 円  
周 上 の ａ １ か ら 浮 体 中 心 部 付 近 の 取 水 口 １ ３ ａ 、 逆 止 弁 １ ４ ａ を 迂 回 し 、 さ ら に 円 周 上 の  
ａ １ に 戻 る ま で 、 円 周 上 の ａ ２ か ら 浮 体 中 心 部 付 近 の 取 水 口 １ ３ ａ 、 逆 止 弁 １ ４ ａ を 迂 回  
し 、 さ ら に 円 周 上 の ａ ２ に 戻 る ま で 、 円 周 上 の ａ ３ か ら 浮 体 中 心 部 付 近 の 取 水 口 １ ３ ａ 、  
逆 止 弁 １ ４ ａ を 迂 回 し 、 さ ら に 円 周 上 の ａ ３ に 戻 る ま で 、 円 周 上 の ａ ４ か ら 浮 体 中 心 部 付  
近 の 取 水 口 １ ３ ａ 、 逆 止 弁 １ ４ ａ を 迂 回 し 、 さ ら に 円 周 上 の ａ ４ に 戻 る ま で 、 円 周 上 の ａ  
５ か ら 中 心 部 付 近 の 取 水 口 １ ３ ａ 、 逆 止 弁 １ ４ ａ を 迂 回 し 、 さ ら に 円 周 上 の ａ ５ に 戻 る ま  
で 、 円 周 上 の ａ ６ か ら 浮 体 中 心 部 付 近 の 取 水 口 １ ３ ａ 、 逆 止 弁 １ ４ ａ を 迂 回 し 、 さ ら に 円  
周 上 の ａ ６ に 戻 る ま で を １ 区 分 と し て 、 以 下 同 様 に ｂ 区 分 、 ｃ 区 分 、 ｄ 区 分 と す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
囲 い 壁 、 案 内 壁 は 強 度 壁 と な る た め に 、 前 記 一 例 と し て 示 し た 折 れ 線 状 の 扇 骨 材 （ ａ １ ～  
ａ ６ 、 ｂ １ ～ ｂ ６ 、 ｃ １ ～ ｃ ６ 、 ｄ １ ～ ｄ ６ ） 等 に お い て は 、 図 を 簡 略 化 す る た め に 骨 材  
を 管 状 の 円 印 で 示 し た が 、 管 状 に 限 ら ず 骨 材 の 役 目 を 果 た せ れ ば 平 鋼 や Ｌ 形 鋼 、 溝 形 鋼 等  
の 種 々 の 形 状 の も の と す る こ と が で き る 。   
【 ０ ０ ８ ４ 】
図 ６ は 、 図 １ と 図 ５ と に お け る Ｖ ‐ Ｖ 線 矢 視 部 位 の 展 開 図 で あ る 。 図 ６ に 示 し た よ う に 、  
メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 底 板 ６ に は 一 例 と し て 取 水 口 １ ３ ｃ に 逆 止 弁 １ ４ ｃ が 設 け ら れ 、 波 の  
水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 に よ る 上 向 き 、 下 向 き の 繰 り 返 し に よ り 、 逆 止 弁 １ ４ ｃ の 開 閉 が 繰 り  
返 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 底 板 ６ の 下 方 外 部 の 水 が メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 に 取 り 込 ま れ る 。 こ  
の と き 、 取 水 口 １ ３ ｃ で 取 水 の ガ イ ド を す る の が 、 後 記 す る 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ ｈ 或 は Ｗ Ｔ ｇ  
の 囲 い 壁 ５ ４ ｈ 、 ５ ４ ｇ の 裏 面 で あ り 、 こ の 裏 面 は 案 内 壁 ５ ５ ｃ と な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
図 ７ は 、 図 １ と 図 ５ と に お け る Ｗ ‐ Ｗ 線 矢 視 部 位 の 展 開 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 メ  
イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 底 板 ６ に 連 通 口 １ ６ ｇ が 一 例 と し て 設 け ら れ て い る 。 連 通 口 １ ６ ｇ は 、  
底 板 ６ の 下 方 に 設 け た 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ ｇ に 通 じ る と 共 に 水 車 １ ７ ｇ が 設 け ら れ て い る 。 水  
車 １ ７ ｇ の 直 上 に は 、 水 車 １ ７ ｇ の 回 転 軸 １ ８ の 軸 継 ぎ 手 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 メ ン テ  
ナ ン ス 時 等 に は 、 こ こ で 回 転 軸 １ ８ を 分 離 で き る 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ ｇ の 囲 い 壁 ５ ４ ｇ の 作 図 的 に は 、 図 １ と 図 ５ か ら メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ の 底 板  
６ の 底 面 か ら 下 方 へ 下 が る 距 離 と 連 通 口 １ ６ ｇ の 中 心 線 か ら 遠 ざ か る 距 離 を 拾 い 込 み 立 体  
的 に 扇 骨 位 置 を 作 図 化 し た も の に 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ ｇ の 囲 い 壁 ５ ４ ｇ 、 案 内 壁 ５ ５ ｂ 、 ５  
５ ｃ を 貼 り 付 け た も の が 図 ７ で あ る 。 以 下 、 添 え 符 号 ｅ 、 ｆ 、 ｈ も 同 様 と す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
図 ８ は 、 図 ７ に お け る Ｒ － Ｒ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。 図 ９ は 、 図 ８ に お け る Ｑ － Ｑ 線 矢 視 断  
面 図 で あ る 。 図 ９ に お い て 、 図 ４ お よ び 図 ５ に つ い て 説 明 し た 水 平 、 垂 直 方 向 基 準 線 Ｋ ，  
Ｋ ’ と 、 こ れ ら に ４ ５ ° で 交 差 す る Ｌ ， Ｌ ’ を 配 置 す れ ば 、 垂 直 方 向 基 準 線 Ｋ 上 に 排 水 タ ン  
ク Ｗ Ｔ ｈ 、 Ｗ Ｔ ｆ が 配 置 さ れ 、 垂 直 方 向 基 準 線 Ｋ ’ 上 に 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｇ が 配 置 さ  
れ る 。 従 っ て 、 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ の 中 心 線 を 中 心 と す る 鉛 直 取 水 管 ７ の 外 側 に 前 記 し  
た 扇 骨 材 ａ ３ ～ ｄ ３ が あ り 、 こ れ ら の 部 分 は 、 そ れ ぞ れ Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ  
が 連 通 部 ５ ７ に お い て 連 通 し て い る 。
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【 ０ ０ ８ ８ 】
こ こ で 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ の 囲 い 壁 、 案 内 壁 を 凹 凸 状 の 波 打 ち 形 状 に し 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ の 囲  
い 壁 ５ ４ と 取 水 口 の 案 内 壁 ５ ５ を 一 枚 壁 の 裏 表 両 面 を 併 用 す る こ と に よ り 、 装 置 の 経 済 性  
が 良 く な る 。 ま た 、 両 壁 の 併 用 と 波 打 ち 現 象 に よ る 凹 凸 現 象 が 、 装 置 下 方 か ら の 波 の 水 粒  
子 の 円 軌 道 運 動 の 上 向 き に よ る 揚 圧 力 と 、 そ れ ぞ れ の 場 所 で 上 向 き 力 と が 凹 凸 壁 の 曲 線 に  
当 た り 、 そ の 反 発 力 が そ れ ぞ れ の 場 所 に お け る 角 度 の 違 い に よ り 、 そ れ ぞ れ バ ラ バ ラ の 反  
射 力 が 放 射 状 方 向 に 散 乱 さ せ る こ と と 、 す ぐ 隣 り 合 わ せ の 対 象 壁 面 同 士 の 反 発 力 と が 相 殺  
さ れ る こ と に よ り 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 底 面 に 及 ぼ す 押 圧 力 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
ま た 、 図 １ 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 下 方 に は 、 ス カ ー ト ５ ６ が 設 け ら れ  
て い る 。 こ の ス カ ー ト ５ ６ を 大 き く 吊 り 下 げ る と 、 ス カ ー ト ５ ６ の 外 部 の 水 粒 子 の 円 軌 道  
運 動 が 波 の 進 行 に よ っ て ス カ ー ト ５ ６ 内 に 入 る と き に 、 波 の 水 粒 子 の 規 則 的 な 円 軌 道 運 動  
が あ る 程 度 破 壊 さ れ る た め に 押 圧 力 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 波 力 発 電 効 率 は 低 下 す る が 、  
浮 体 の 上 下 動 が 小 さ く な る た め 、 風 力 発 電 効 率 は 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
図 １ ０ は 、 図 １ の Ｔ 部 に お け る ス テ ー ダ ク ト （ 支 柱 ） ３ ９ 内 の 光 線 遮 蔽 手 段 を 示 す 縦 断 面  
図 で あ る 。 図 １ １ は 、 図 １ ０ の Ｕ － Ｕ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に 示 し た  
よ う に 、 ス テ ー ダ ク ト ３ ９ の 内 側 の 管 路 ５ １ の 中 心 部 に は 、 保 護 管 ３ ８ が 挿 通 さ れ て い る  
。 さ ら に 保 護 管 ３ ８ の 内 部 に は 回 転 軸 ９ が 挿 通 さ れ て い る 。 ま た 、 管 路 ５ １ は 、 メ イ ン タ  
ン ク Ｍ Ｔ 内 の 空 気 の 吸 排 気 路 ５ ２ の 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
ス テ ー ダ ク ト ３ ９ と 保 護 管 ３ ８ と の 管 路 ５ １ に は 、 螺 旋 状 の 螺 旋 板 ４ ５ ａ が ス テ ー ダ ク ト  
３ ９ の 内 面 に 溶 接 等 で 固 着 さ れ て い る 。 螺 旋 板 ４ ５ ａ の 内 径 と 保 護 管 ３ ８ の 外 壁 と の 間 に  
は 、 僅 か に 隙 間 ３ ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 螺 旋 板 ４ ５ ａ の 内 部 で 、 保 護 管 ３  
８ が 自 由 に 動 け る よ う に な っ て い る 。 た だ し 、 光 線 遮 断 手 段 の 役 目 を 果 た す た め に は 、 隙  
間 ３ ８ ａ を で き る 限 り 小 さ く 保 つ こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
ス テ ー ダ ク ト ３ ９ 内 に は 、 管 路 ５ １ の 途 中 よ り 螺 旋 状 の 螺 旋 板 ４ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。  
螺 旋 板 ４ ５ ａ は 平 板 を ひ ね っ た 形 状 板 で あ っ て 、 そ の 配 置 場 所 毎 に 角 度 が 異 な り 曲 が り く  
ね っ た 形 状 の 板 で あ る 。 こ の 螺 旋 板 ４ ５ ａ は 、 管 路 ５ １ に 光 線 （ 明 か り ） ５ ３ が ス テ ー ダ  
ク ト （ 支 柱 ） ３ ９ の 上 部 吸 排 気 口 ２ ３ か ら 真 っ す ぐ 下 方 の メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ に 向 か っ て 侵  
入 し て も 、 曲 が り く ね っ た 螺 旋 板 ４ ５ ａ が 光 線 を 屈 折 遮 断 し て 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ に 光 線  
を 到 達 さ せ な い よ う に な っ て い る 。 そ の た め 、 螺 旋 板 ４ ５ ａ は 、 光 線 反 射 の 削 減 対 策 と し  
て 材 質 の 選 定 や 黒 色 塗 装 を 施 す 等 の こ と が 必 要 と な る 。 な お 、 前 記 し た ス テ ー ダ ク ト ２ ２  
に お け る 光 線 遮 蔽 手 段 で あ る 螺 旋 板 ４ ５ ｂ も 、 螺 旋 板 ４ ５ ａ 同 様 の 構 成 お よ び 機 能 を 備 え  
て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
一 方 、 メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 の 空 気 は 、 ス テ ー ダ ク ト ３ ９ と 保 護 管 ３ ８ と の 間 が 吸 排 気 路 ５  
２ と し て 機 能 す る の で 、 装 置 外 部 の 波 動 に よ る メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ 内 の 水 の 出 し 入 れ に よ っ  
て 吸 排 気 路 ５ ２ 内 で 往 復 流 を 繰 り 返 す 。 な お 、 吸 排 気 路 ５ ２ の 空 気 の 流 速 に ゆ と り を も た  
せ る 設 計 を 行 う こ と に よ り 、 螺 旋 板 ４ ５ ａ の 曲 が り く ね っ た 板 の 抵 抗 が 空 気 の 流 れ に 支 障  
を き た す よ う な こ と は な い 。 な お 、 前 記 し た ス テ ー ダ ク ト ２ ２ と 保 護 管 ２ ０ と の 間 も 、 吸  
排 気 路 ５ ２ と 同 様 の 構 成 お よ び 機 能 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ’ の 全 体 を 概 略 的 に 示 す  
正 面 図 で あ る 。 図 １ ４ は 、 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ’ の 全 体 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。 人  
工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ’ は 、 前 記 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ に 海 流 発  
電 機 （ 水 流 発 電 機 ） ７ １ を 付 加 し た も の で あ る 。   
【 ０ ０ ９ ５ 】
図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ’ は 、 海 上 で は 風 車 ６ ６ に よ っ て 洋 上 風 力 発  
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電 を 行 う 。 水 面 近 傍 で は 波 力 発 電 装 置 ７ ０ に よ っ て 波 力 発 電 を 行 う 。 ま た 、 水 面 下 で は 海  
流 発 電 機 ７ １ に よ っ て 海 流 発 電 を 行 う 。 こ れ ら に よ り 発 電 さ れ た 電 力 は そ れ ぞ れ 浮 体 上 部  
の 運 転 室 ２ に 集 め ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
ま た 、 運 転 室 ２ に 集 め ら れ た 電 力 の ご く 一 部 は 、 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ’ に よ る 深 層 水 （ 底  
層 水 ） Ｓ Ｔ の 汲 み 上 げ 動 力 等 と し て 消 費 さ れ る 。 な お 、 海 流 ・ 潮 流 の 流 れ に よ っ て 発 電 す  
る 海 流 発 電 機 ７ １ の 構 造 自 体 は 、 本 願 と 同 一 出 願 人 に よ る 特 開 ２ ０ １ ６ － １ １ ４ ０ ５ ７ 号  
公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 開 示 さ れ た 通 り で あ り 、 本 発 明 の 要 旨 で な い の で 詳 細 な 説 明 は 省 略  
す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ” の 全 体 を 概 略 的 に 示 す  
正 面 図 で あ る 。 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ” は 、 海 洋 に お い て 水 上 発 電 浮 体 １ に 対 す る 自 由 な 海  
流 ・ 潮 流 の 流 れ 方 向 に 対 応 可 能 に 構 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ” に お  
い て 、 自 由 な 海 流 ・ 潮 流 の 流 れ 方 向 に 対 応 可 能 な 構 造 自 体 も 、 本 願 と 同 一 出 願 人 に よ る 特  
開 ２ ０ １ ６ － １ １ ４ ０ ５ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 開 示 さ れ た 通 り で あ る が 、 以 下 に 簡 単  
に 基 本 的 な 構 成 お よ び 動 作 に つ い て 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
図 ２ に 示 し た よ う に 、 前 記 し た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ で は 、 水 上 発 電 浮 体 １ を 係 留 す る た  
め に 、 水 上 発 電 浮 体 １ の 下 方 に て チ ェ ー ン 取 付 部 ４ １ が 固 着 さ れ て い る 。 こ の チ ェ ー ン 取  
付 部 ４ １ に 、 チ ェ ー ン ６ ３ の 上 端 が 取 り 付 け ら れ 、 チ ェ ー ン ６ ３ の 下 端 は 、 海 底 ア ン カ ー  
６ ２ に 連 結 さ れ て い る 。 従 っ て 、 水 上 発 電 浮 体 １ お よ び 鉛 直 取 水 管 ７ が 、 チ ェ ー ン ６ ３ に  
よ っ て 係 留 さ れ る た め 、 水 上 発 電 浮 体 １ は 、 チ ェ ー ン ６ ３ が 変 形 可 能 な 遊 び の 範 囲 内 で は  
、 あ る 程 度 柔 軟 な 移 動 な い し 回 転 可 能 で あ る が 、 基 本 的 に は 自 由 に 回 転 可 能 な 構 成 で は な  
か っ た 。 な お 、 図 １ ３ に 示 し た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ’ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
一 方 、 図 １ ５ に 示 し た よ う に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ” で は 、 鉛 直  
取 水 管 ７ の 上 方 に チ ェ ー ン 取 付 部 ４ ２ が 固 着 さ れ て お り 、 水 上 発 電 浮 体 １ 自 体 に は チ ェ ー  
ン 取 付 部 ４ ２ が 固 定 さ れ て い な い 。 そ し て 、 水 上 発 電 浮 体 １ は 、 鉛 直 取 水 管 ７ に 対 し て 自  
由 に 回 転 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 水 上 発 電 浮 体 １ に 取 り 付 け ら れ た 海 流 発 電 機 ７ １ は 、 海 流  
Ｓ Ｆ に よ っ て 流 れ の 下 流 側 に 流 さ れ る よ う な 位 置 に 自 然 と 配 置 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
海 流 発 電 機 ７ １ は 、 海 流 Ｓ Ｆ の 流 れ の 方 向 が 変 わ る と 、 鉛 直 取 水 管 ７ の 軸 心 で あ る 鉛 直 中  
心 線 ２ ｃ を 回 転 中 心 に し て 旋 回 し 、 向 き を 変 え る 。 こ の よ う に 、 水 上 発 電 浮 体 １ お よ び 海  
流 発 電 機 ７ １ は 、 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ａ ” の 鉛 直 中 心 線 ２ ｃ を 回 転 中 心 と し て 、 自 由 に 回 転  
可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
図 １ ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 水 上 発 電 浮 体 お よ び 該 水 上 発 電 浮 体 を 備 え た  
人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ｂ の 全 体 構 成 図 で あ る 。 図 １ ７ は そ の 平 面 図 で あ る 。
こ れ ま で の 第 １ ～ ３ の 実 施 の 形 態 と 第 ４ の 実 施 の 形 態 と で 大 き く 異 な る 点 は 、 第 １ ～ ３ の  
実 施 の 形 態 で は 、 水 上 発 電 浮 体 １ に 波 力 発 電 装 置 ７ ０ が 搭 載 さ れ て い る た め に 装 置 が 非 常  
に 複 雑 な 構 造 に な っ て い る 。 し か し 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は 波 力 発 電 装 置 ７ ０ が な い た め  
に 、 装 置 の 構 造 が 非 常 に 簡 略 化 さ れ て い る 。 例 え ば 第 １ ～ ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 収 斂 提 浮  
体 ４ と 傾 斜 板 浮 体 １ ０ と が 交 互 に つ な ぎ 合 わ さ れ て い る が 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は 円 筒 状  
の 分 割 浮 体 ７ ５ を 簡 単 に つ な ぎ 合 わ せ た も の と な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
装 置 中 央 部 の バ ラ ス ト タ ン ク 部 分 に お い て も 、 第 １ ～ ３ の 実 施 の 形 態 は メ イ ン タ ン ク Ｍ Ｔ  
の 下 方 に 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ と 二 段 構 え で あ る 。 し か し 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は 波 力 発 電 装 置  
７ ０ が な い た め に 、 バ ラ ス ト タ ン ク Ｂ Ｔ ａ に 浮 力 を 持 た せ る バ ラ ス ト タ ン ク 一 個 の み に 簡  
略 化 さ れ て い る 。 し か し 、 設 置 場 所 、 海 域 、 海 象 の 条 件 等 海 域 に よ っ て は 波 力 発 電 装 置 ７  
０ が な い 方 が 経 済 的 で 発 電 原 価 が 安 く な る こ と も あ る 。 そ の た め に 、 こ れ ま で の 図 １ ５ で  
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説 明 し た 以 外 の 説 明 に お い て は 既 に 第 １ ～ ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 説 明 と ほ ぼ 共 通 し て お り  
、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
図 １ ８ は 、 図 １ ６ の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ｂ の 深 層 水 （ 底 層 水  
） 排 出 部 分 の 縦 断 面 拡 大 図 で あ る 。 バ ラ ス ト タ ン ク Ｂ Ｔ ａ は 浮 力 室 と な っ て お り 、 メ ン テ  
ナ ン ス 時 等 に は 作 業 員 が 出 入 り で き る 構 造 と な っ て い る 。 そ の た め 作 業 員 の 出 入 り 口 や 機  
器 搬 入 口 、 空 気 や バ ラ ス ト 水 の 出 入 り 配 管 、 ブ ロ ワ ー 、 水 、 ド レ ー ン 抜 き 設 備 等 も 設 け ら  
れ て い る 。 該 バ ラ ス ト タ ン ク Ｂ Ｔ ａ の 上 部 中 央 部 に は 吐 出 タ ン ク ７ ６ を 設 け 、 該 吐 出 タ ン  
ク ７ ６ は 吐 出 タ ン ク 底 部 を ７ ６ ａ 、 吐 出 タ ン ク 上 部 を ７ ６ ｂ 、 吐 出 タ ン ク コ ニ カ ル 部 を ７  
６ ｃ で 構 成 し 、 鉛 直 取 水 管 ７ ａ よ り 取 水 ポ ン プ ８ ａ （ 図 １ ６ に 記 載 ） に よ り 汲 み 上 げ た 深  
層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ は 、 ノ ズ ル １ ５ ｃ を 介 し て 吐 出 タ ン ク 底 部 ７ ６ ａ に 排 出 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
排 出 さ れ た 深 層 水 （ 底 層 水 ） Ｓ Ｔ は 、 吐 出 タ ン ク ７ ６ の 上 部 吐 出 タ ン ク ７ ６ ｂ 、 吐 出 ダ ク  
ト ７ ６ ｄ を 介 し て バ ラ ス ト タ ン ク 上 部 傾 斜 壁 Ｂ Ｔ ｂ の 傾 斜 面 上 面 に 放 水 さ れ る 。 こ の と き  
、 吐 出 ダ ク ト ７ ６ ｄ は 曲 管 部 等 を 設 け 外 部 か ら の 光 線 が 出 来 る 限 り 入 り に く い 遮 蔽 手 段 も  
講 じ ら れ て い る 。 ま た 、 吐 出 ダ ク ト ７ ６ ｄ の 放 水 口 に は 吐 出 口 格 子 ７ ６ ｅ を 設 け 、 汲 み 上  
げ た 深 層 水 （ 底 送 水 ） Ｓ Ｔ を 上 層 水 と 混 合 、 分 散 化 さ せ る だ け で な く 装 置 外 部 の 浮 遊 物 や  
ク ラ ゲ 、 小 魚 等 が 入 り に く い 構 造 に な っ て い る 。 ま た 、 吐 出 口 格 子 ７ ６ ｅ に は あ る 程 度 の  
付 着 物 が 付 く こ と は 計 算 済 み で あ る が 、 同 時 に 吐 出 ダ ク ト ７ ６ ｄ 内 へ 明 か り が 入 り に く い  
構 造 に も な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
図 １ ９ は 、 図 １ ８ の Ｓ － Ｓ 線 矢 視 平 面 図 で あ る 。 こ こ で 吐 出 ダ ク ト ７ ６ ｄ は 鉛 直 取 水 管 ７  
ａ の 全 周 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
図 ２ ０ は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ｂ ’ の 全 体 構 成 図 で あ る 。 こ の 人 工  
湧 昇 流 発 生 装 置 Ｂ ’ は 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ｂ に 海 流 発 電 機 ７ １ ａ  
を 付 加 し た も の で あ る 。 図 ２ １ は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 Ｂ ’ の 平 面  
図 で あ る 。 そ の た め 、 以 後 の 説 明 は こ れ ま で に 説 明 し た も の と ほ ぼ 同 様 で あ り 、 そ の 繰 り  
返 し は し な い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 水 上 発 電 浮 体 の 浮 体 に 海 流 ・ 潮 流 の 流 れ 方  
向 自 由 に 対 し 、 対 応 可 能 な 水 上 発 電 浮 体 を 備 え た 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 人 工 湧 昇 流 発 生  
装 置 Ｂ ” の 全 体 構 成 図 で あ る 。 本 図 は 本 発 明 の 出 願 人 と 同 一 出 願 人 が 既 に 出 願 し た 、 本 発 明  
の 「 先 行 技 術 文 献 」 の 「 特 許 文 献 ２ 」 に 記 載 し た 内 容 説 明 と 本 発 明 の こ れ ま で に 説 明 を 行  
っ た 内 容 と ほ ぼ 同 様 で あ り 、 図 １ ５ に 関 す る 説 明 と 重 複 す る の で そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
よ っ て 、 本 発 明 は 発 電 機 分 野 並 び に 発 電 機 分 野 の 境 界 を 超 え た 海 洋 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 及  
び 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 増 養 殖 、 魚 介 類 等 生 物 資 源 生 産 分 野 等 に も 波 及 す る た め に 人 間 生 活  
に 大 き な 成 果 を も た ら す 。 ま た 、 効 率 性 、 安 全 性 、 安 定 性 、 保 守 、 点 検 メ ン テ ナ ン ス 性 、  
経 済 性 等 に お い て 大 き な メ リ ッ ト が あ る た め に 、 発 電 原 価 等 の 大 幅 な 引 き 下 げ が 期 待 で き  
る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に よ っ て 説 明 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 前 述 し た 実 施  
の 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お け る 変 更 や 追 加 が あ  
っ て も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
例 え ば 、 複 数 の 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ を ４ つ の タ ン ク で 例 示 し た が 、 数 は そ れ に 限 ら れ な い 。 ま  
た 、 １ つ で も よ い 。 な お 、 各 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ に 関 連 す る 発 電 機 お よ び そ れ に 付 随 す る 構 成  
は 、 排 水 タ ン ク Ｗ Ｔ と 同 数 設 け る こ と が 好 ま し い が 同 数 に 限 ら れ な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ １ ０ 】
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本 発 明 に 係 る 浮 体 お よ び 該 浮 体 を 備 え た 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置 は 、 洋 上 風 力 、 波 力 、 海 流 エ  
ネ ル ギ ー を 利 用 す る 発 電 機 に 限 ら れ る こ と な く 、 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、  
例 え ば ６ 時 間 毎 に 潮 の 流 れ が 反 転 す る 潮 流 、 潮 汐 発 電 或 は 河 川 流 水 発 電 等 の 流 水 エ ネ ル ギ  
ー を 利 用 す る 分 野 等 に も 広 く 使 用 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ １ 】
Ａ 、 Ａ ’ 、 Ａ ” 、 Ｂ 、 Ｂ ’ 、 Ｂ ” … 人 工 湧 昇 流 発 生 装 置
Ｆ … 風
Ｋ … 水 平 方 向 基 準 線
Ｋ ’ … 垂 直 方 向 基 準 線
Ｌ 、 Ｌ ´ … ４ ５ 度 交 差 の 斜 め 基 準 線
Ｓ Ｗ … 海 面 （ 水 面 ）
Ｓ Ｇ … 海 底
Ｓ Ｆ … 海 流
Ｓ Ｔ … 深 層 水 （ 底 層 水 ）
Ｍ Ｔ … メ イ ン タ ン ク
Ｂ Ｔ ａ … バ ラ ス ト タ ン ク
Ｂ Ｔ ｂ … バ ラ ス ト タ ン ク 上 部 傾 斜 壁
Ｗ Ｔ 、 Ｗ Ｔ ｅ 、 Ｗ Ｔ ｆ 、 Ｗ Ｔ ｇ 、 Ｗ Ｔ ｈ  … 排 水 タ ン ク
１ … 浮 体
２ … 運 転 室
２ ｃ … 鉛 直 中 心 線
３ … カ バ ー
４ … 収 斂 提 浮 体
５ … 傾 斜 板
６ … 底 板
７ 、 ７ ａ 、 ７ ｂ … 鉛 直 取 水 管
８ 、 ８ ａ 、 ８ ｂ … 取 水 ポ ン プ
９ 、 ９ ａ 、 ９ ｂ … 回 転 軸
１ ０ … 傾 斜 板 浮 体
１ １ 、 ２ ７ 、 ２ ８ … 排 水 口
１ ２ … 逆 止 弁
１ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ … 取 水 口
１ ４ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ 、 １ ４ ｄ … 逆 止 弁
１ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ … ノ ズ ル （ 放 出 手 段 ）
１ ６ 、 １ ６ ｅ 、 １ ６ ｆ 、 １ ６ ｇ 、 １ ６ ｈ … 連 通 口
１ ７ 、 １ ７ ｅ 、 １ ７ ｆ 、 １ ７ ｇ 、 １ ７ ｈ … 水 車
１ ８ … 回 転 軸
１ ９ … 発 電 機
２ ０ 、 ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ８ … 保 護 管
２ １ … 構 造 床
２ ２ 、 ３ ５ 、 ３ ９ … ス テ ー ダ ク ト （ 支 柱 ）
２ ３ … 吸 排 気 口
２ ４ … 軸 継 ぎ 手
２ ５ … 連 結 金 物
２ ６ 、 ３ １ 、 ３ ２ … ワ イ ヤ ー ・ ロ ー プ
２ ９ 、 ３ ０ … 逆 止 弁
３ ６ … 排 水 路
３ ７ … 駆 動 モ ー タ ー
３ ８ … 保 護 管
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３ ８ ａ … 隙 間
４ １ 、 ４ ２ … チ ェ ー ン 取 付 部
４ ５ ａ 、 ４ ５ ｂ … 螺 旋 板
４ ６ … 返 し 板
４ ７ … 軌 道
４ ８ … 上 向 き の 矢 印 （ 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 ）
４ ９ … 下 向 き の 矢 印 （ 水 粒 子 の 円 軌 道 運 動 ）
５ ０ … 上 げ 床
５ １ … 管 路
５ ２ … 吸 排 気 路
５ ３ … 光 線 （ 明 か り ）
５ ４ 、 ５ ４ ｅ 、 ５ ４ ｆ 、 ５ ４ ｇ 、 ５ ４ ｈ … 囲 い 壁
５ ５ 、 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 、 ５ ５ ｃ 、 ５ ５ ｄ … 案 内 壁
５ ６ … ス カ ー ト
５ ７ … 連 通 部
６ １ … 抵 抗 板 錘
６ ２ … ア ン カ ー
６ ３ … チ ェ ー ン
６ ４ … 補 助 浮 体
６ ５ … ワ イ ヤ ー 、 ロ ー プ
６ ６ … 風 車 （ 風 力 発 電 機 ）
６ ７ … タ ワ ー
６ ８ … ナ セ ル
６ ９ … ブ レ ー ド
７ ０ … 波 力 発 電 装 置
７ １ … 海 流 発 電 機 （ 水 流 発 電 機 ）
７ ２ ａ 、 ７ ２ ｂ 、 ７ ２ ｃ 、 ７ ３ … 防 止 網
７ ４ … ハ ッ チ
７ ５ … 分 割 浮 体
７ ６ … 吐 出 タ ン ク
７ ６ ａ … 吐 出 タ ン ク 底 部
７ ６ ｂ … 吐 出 タ ン ク 上 部
７ ６ ｃ … 吐 出 タ ン ク コ ニ カ ル 部
７ ６ ｄ … 吐 出 ダ ク ト
７ ６ ｅ … 吐 出 口 格 子 （ 網 ）
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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